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学期 備　考

4 月 2 日（水） 新入生履修ガイダンス

4 月 2 日（水） ～ 4 月 3 日（木）履修登録入力期間(Web) ※

4 月 3 日（木） 英語ﾌﾟﾚｲｽﾒﾝﾄ･ﾃｽﾄ(TOEFL ITP試験)

4 月 4 日（金） ～ 4 月 8 日（火）1年生定期健康診断　

4 月 5 日（土） 入学式

4 月 9 日（水） 　 履修登録状況確認開始(Web)　(1回目確認) ※

4 月 10 日（木） 春学期授業開始 ※

4 月 10 日（木） ～ 4 月 17 日（木）履修登録修正入力期間(Web) ※

4 月 14 日（月） ～ 4 月 25 日（金）2年生定期健康診断(Web予約)

4 月 25 日（金） 履修登録状況確認開始(Web)　(2回目確認) ※

6 月 5 日（木） ～ 6 月 6 日（金）名大祭による休講

7 月 3 日（木） 春1期修得科目確認開始(Web)

7 月 24 日（木） ～ 8 月 6 日（水）試験・授業期間

8 月 6 日（水） 春学期授業終了

8 月 8 日（金） ～ 9 月 30 日（火）夏季休業

8 月 21 日（木） ～ 8 月 22 日（金）追試験　(予定)

8 月 26 日（火） 春学期修得科目確認開始(Web)

9 月 1 日（月） ～ 9 月 3 日（水）再試験　(予定)

9 月 12 日（金） ～ 9 月 18 日（木）履修登録入力期間(Web) ※

9 月 26 日（金） 履修登録状況確認開始(Web)　(1回目確認) ※

9 月 29 日（月） 秋季卒業式

10 月 1 日（水） 秋季入学式

10 月 2 日（木） 秋学期授業開始 ※

10 月 3 日（金） ～ 10 月 10 日（金）履修登録修正入力期間(Web) ※

10 月 23 日（木） 履修登録状況確認開始(Web)　(2回目確認) ※

10 月 28 日（火） 地震防災訓練

12 月 13 日（土） 　 　 　 　TOEFL ITP試験(1年次)

12 月 18 日（木） 秋1期修得科目確認開始(Web)

12 月 28 日（日） ～ 1 月 7 日（水）冬季休業

1 月 16 日（金） 大学入学共通テスト準備のため休講

1 月 17 日（土） ・ 1 月 18 日（日）大学入学共通テスト

1 月 23 日（金） ～ 2 月 6 日（金）試験・授業期間　(1/26(月)は除く)

2 月 6 日（金） 秋学期授業終了

2 月 17 日（火） ・ 2 月 18 日（水）追試験　(予定)

2 月 20 日（金） 秋学期修得科目確認開始(Web)

3 月 2 日（月） ～ 3 月 4 日（水）再試験　(予定)

3 月 25 日（水） 卒業式

※「履修手続きに関する注意事項」参照

2025年度全学教育に関する行事予定表（教養教育院）

月　日　（曜日）

春
 
学
 
期

秋
 
学
 
期

◆曜日指定あり授業日
4/30（水）［火曜］
7/21（月・祝）［月曜］

◆曜日指定なし授業予備日
5/17（土）
7/5（土）

◆曜日指定あり授業日
10/13（月・祝）［月曜］
11/27（木）［月曜］
1/8（木）［月曜］
2/6（金）［月曜］

◆曜日指定なし授業予備日
11/8（土）
12/27（土）

行　　　事
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※全学教育科目のみ該当する行事は赤文字で表示してあります。

月 月 火 水 木 金 土 日 月 月 火 水 木 金 土 日 
1 2 3 4 5 6 1 2 ① 3 ① 4 5

7 8 9 10 ① 11 ① 12 13 6 ① 7 ① 8 ① 9 ② 10 ② 11 12
14 ① 15 ① 16 ① 17 ② 18 ② 19 20 13 ② 14 ② 15 ② 16 ③ 17 ③ 18 19
21 ② 22 ② 23 ② 24 ③ 25 ③ 26 27 20 ③ 21 ③ 22 ③ 23 ④ 24 ④ 25 26
28 ③ 29 30 ③ 27 ④ 28 ④ 29 ④ 30 ⑤ 31 ⑤

1 ④ 2 ④ 3 4 1 2
5 6 7 ③ 8 ⑤ 9 ⑤ 10 11 3 4 ⑤ 5 ⑤ 6 ⑥ 7 ⑥ 8 9

12 ④ 13 ④ 14 ④ 15 ⑥ 16 ⑥ 17 18 10 ⑤ 11 ⑥ 12 ⑥ 13 ⑦ 14 ⑦ 15 16
19 ⑤ 20 ⑤ 21 ⑤ 22 ⑦ 23 ⑦ 24 25 17 ⑥ 18 ⑦ 19 ⑦ 20 ⑧ 21 ⑧ 22 23
26 ⑥ 27 ⑥ 28 ⑥ 29 ⑧ 30 ⑧ 31 24 25 ⑧ 26 ⑧ 27 ⑦ 28 ① 29 30

1 1 ⑧ 2 ① 3 ① 4 ① 5 ② 6 7
2 ⑦ 3 ⑦ 4 ⑦ 5 6 7 8 8 ① 9 ② 10 ② 11 ② 12 ③ 13 14
9 ⑧ 10 ⑧ 11 ⑧ 12 ① 13 ① 14 15 15 ② 16 ③ 17 ③ 18 ③ 19 ④ 20 21

16 ① 17 ① 18 ① 19 ② 20 ② 21 22 22 ③ 23 ④ 24 ④ 25 ④ 26 ⑤ 27 28
23 ② 24 ② 25 ② 26 ③ 27 ③ 28 29 29 30 31
30 ③

1 ③ 2 ③ 3 ④ 4 ④ 5 6 1 2 3 4
7 ④ 8 ④ 9 ④ 10 ⑤ 11 ⑤ 12 13 5 6 7 8 ④ 9 ⑥ 10 11

14 ⑤ 15 ⑤ 16 ⑤ 17 ⑥ 18 ⑥ 19 20 12 13 ⑤ 14 ⑤ 15 ⑤ 16 17 18
21 ⑥ 22 ⑥ 23 ⑥ 24 ⑦ 25 ⑦ 26 27 19 ⑤ 20 ⑥ 21 ⑥ 22 ⑥ 23 ⑦ 24 25
28 ⑦ 29 ⑦ 30 ⑦ 31 ⑧ 26 ⑥ 27 ⑦ 28 ⑦ 29 ⑦ 30 ⑧ 31

1 ⑧ 2 3 1
4 ⑧ 5 ⑧ 6 ⑧ 7 8 9 10 2 ⑦ 3 ⑧ 4 ⑧ 5 ⑧ 6 ⑧ 7 8

11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15
18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22
25 26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28

1 2 3 4 5 6 7 1
8 9 10 11 12 13 14 2 3 4 5 6 7 8

15 16 17 18 19 20 21 9 10 11 12 13 14 15
22 23 24 25 26 27 28 16 17 18 19 20 21 22
29 30 23 24 25 26 27 28 29

30 31

※表中の数字丸囲いは、祝日又は振替休日を示しています。
［春学期］ 4/29 昭和の日　5/3 憲法記念日　5/4 みどりの日　5/5 こどもの日　5/6 振替休日 ［秋学期］ 10/13 スポーツの日　11/3 文化の日　11/23 勤労感謝の日　11/24振替休日　1/1 元日　1/12 成人の日

7/21 海の日　8/11 山の日　9/15 敬老の日　9/23 秋分の日  2/11 建国記念の日　2/23 天皇誕生日　3/20 春分の日

※表中の数字四角囲いは、授業予備日を示しています。

※表中の数字右側の丸囲い数字は、各期で授業回数８回が確保されていることを示しています。　授業は各部局あるいは各教員の判断で、学生とも相談の上、授業の空き時間帯、５時限目等を利用して実施されることがあり、
授業回数を付した日に授業が行われない場合があります。　土曜日・日曜日・祝日が授業日又は授業予備日となる場合、事務室が閉室しているなど部局により事務対応が異なります。

3/2～4 再試験（予定）

3/25 卒業式9

9/1～3 再試験（予定）

9/19～30 G30新入生ガイダンス等
9/29 秋季卒業式
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7/5 春2期授業予備日
7/21 春2期月曜開講授業の授業日
7/24～8/6 全学教育科目春学期

試験・授業期間
1

1/8 秋2期月曜開講授業の授業日
1/16 大学入学共通ﾃｽﾄ準備のため休講
1/17・18 大学入学共通テスト
1/23～2/6 全学教育科目秋学期

試験・授業期間

8

8/7 休業日
8/7・8 オープンキャンパス
8/8～9/30 夏季休業

8/21・22 追試験（予定）

2

2/6 秋2期月曜開講授業の授業日

2/17・18 追試験（予定）

5

5/1 名古屋大学記念日
5/17 春1期授業予備日

11

11/8 秋1期授業予備日
11/27 秋1期月曜開講授業の授業日
11/28～2/６ 秋２期授業期間

6

 (名大祭6/５午後～6/８)
6/12～8/6 春２期授業期間

12

12/6 TOEFL ITP試験(学部3年次)
12/13 TOEFL ITP試験(学部1年次)
12/27 秋2期授業予備日
12/28～1/7 冬季休業

4

4/1～９ 新入生ガイダンス等
4/3 英語プレイスメント・テスト
4/5 入学式
4/10～6/11 春１期授業期間
4/30 春1期火曜開講授業の授業日

10

10/1 秋季入学式
10/2～12/1 秋１期授業期間
10/13 秋1期月曜開講授業の授業日
10/28 地震防災訓練

２０２５ 年 度 学 年 暦

春 学 期   秋 学 期
行 事 等 行 事 等
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Ⅰ  はじめに  

 

 

名古屋大学は，21世紀の国際社会における本学の教育，研究，人材育成の基本理念を示すため，2000年

2月に「名古屋大学学術憲章」を制定しました。 

この「学術憲章」において，名古屋大学は研究面の拠点大学であると同時に，教養教育の重点大学とな

ることを社会に宣言しました。そこでは，自発性を重視する教育実践によって，論理的思考力と想像力に

富んだ勇気ある知識人を育てることを基本目標の一つとして掲げています。 

「勇気ある知識人」とは何でしょう。よりよい未来社会を築き担っていこうとする姿勢と，それができ

るだけの素養・能力を備えたひとのことです。その素養・能力には当然のことながら，豊かな知識が含ま

れます。だから「知識人」でなければなりません。そして，その豊かな知識を現実に当てはめ，人々のよ

り幸せな未来のために用いていこうとするコミットメントが必要です。しかし，それをしようとすると，

さまざまな軋轢が生じるでしょう。その軋轢を恐れることなく，学んだ知識・技能を役立てようとする勇

気が必要です。哲学者のカントも，「己れの悟性を使用する勇気をもて」これが啓蒙の標語だ，と述べてい

ます。「勇気ある知識人」をわれわれの教育目標に掲げたのは，こうした思いに基づいています。 

勇気ある知識人が身につけるべき素養・能力を授ける教育は，教養教育と呼ばれてきました。リベラル・

アーツ教育とも呼ばれています。この「リベラル」は古代ギリシア民主政における，奴隷でない存在，つ

まりよき生を主体的に探求し公共的議論を通じて社会を動かしていく「自由人」に由来します。教養は自

由人のための知でもあるのです。 

名古屋大学では，この教養教育を全学の教員が学部の枠組みを超えて協力する形でつくりあげています。

そのため，学部専門教育に対比して「全学教育」とも呼んでいます。そこで開講されている科目が「全学

教育科目」，というわけです。 

勇気ある知識人が身につけるべき素養・能力としての教養には，時代や地域を超えて変わらぬ部分と，

それらに応じて柔軟に変化すべき部分の両面があります。その両面に対応し，よりよい教養教育を提供す

るため，2022年度から全学教育科目カリキュラムを大きく改善しました。 

 

この「全学教育科目履修の手引 STUDENTS’GUIDE」は，本学の学生が全学教育科目を履修するにあたり，

あらかじめ知っておかなければならない学修上の注意事項をまとめたものです。みなさんは本冊子をよく

読むとともに，入学当初に開催する「学部ガイダンス」にも必ず出席して，間違いのないように，賢明に

授業計画を立ててください。みなさんが授業計画を立てるにあたって不明な点や疑問に思う点があれば，

所属学部の教務担当窓口又は教養教育院事務室に問い合わせてください。また，指導教員（クラス担任）

もみなさんの様々な疑問に応じてくれますから，遠慮なく連絡をとるようにしてください。 

履修する科目の選択から実際に授業に参加し成績評価を受けて単位を修得するまでには，みなさんはさ

まざまな情報を自ら進んで収集し自分で判断する必要があります。そのための情報はおもに 3つのチャン

ネルによって提供します。全学教育科目全体にかかわることがらは名古屋大学ポータルの「教養教育院」

ページ，それぞれの科目の目的や内容・履修条件などは名古屋大学ポータルの教務システムから参照する

「シラバス」，それぞれの科目で提供される授業資料や自習用課題・補足資料などは「TACT」を通じて情報

提供されます（詳細は 26ページ「Ⅸ 学生への情報連絡の手段等」参照）。みなさんは，できるだけ早く

これらのシステムの使い方に習熟し，つねに自立的，自発的に情報収集に努めてください。 

 

みなさんが教養教育の意義を正しく理解して勉学に励んでくださることを人類の一員として期待してい

ます。みなさんが，主体的，意欲的に学び，才能を豊かに花開かせるとともに，未来社会の担い手に育っ

ていくことができますように。  
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Ⅱ  教育目標  

 

 

みなさんが暮らすことになる未来の世界は，これまでになく予測不可能なものになりそうです。地球環

境問題，エネルギー問題，文化間・階層間の衝突といった難題はまだ解決されないまま，「先進国」では人

工知能やロボットの導入により現在の仕事の半数近くがなくなると予想される一方で，100 年も生きなく

てはいけない。…いったいどんな社会になるのでしょう。というより，どんな社会を目指していけば良い

のかすら明確ではありません。しかも変化のスピードは増すばかり。みなさんが身につけた「最先端知識」

はすぐに当たり前のことになってしまいます。このような時代をポジティブに生き，すべての人々にとっ

てすこしでも幸せな社会を構想・実現しそれを担う知的能力と意欲を備えた人材を養成する教養教育の重

要性は，ますます増大しています。 

教養教育は単なる「専門教育を受けるための準備」ではありません。狭い領域を掘り下げる専門知識を

学ぶ前に「広く浅くいろんな知識を学んでおくこと」でもありません。いまある社会のいまある仕事をこ

なしていくための「社会人力の基礎を涵養すること」でもありません。教養教育は何か別のもののための

「準備」ではなく，それ自体完結した目標を持っています。すなわち，未来社会の設計者としての心的態

度（マインドセット）を育てることです。これにそれぞれの専門的技能と知識が加わることによって，初

めてみなさんは人類社会に貢献する「勇気ある知識人」に自己を形成することができるのです。 

本学は，人類の未来から教養教育に付託された使命の実現に向けて，次の諸点に力点を置いて高度な教

養教育を実現しようとしています。 

 

 

（1）四年一貫の系統的なカリキュラムの編成 

全学教育，学部教育は，それぞれの教育理念と目的に従って，系統的な四年一貫教育（医学部医学科

は六年一貫教育）を全学的協力のもとに実施する。 

 

（2）総合的な判断力の養成 

個別的授業科目の羅列ではなく，学際的視野や相互関連的知識を与え，現代社会が直面する基本的な

課題群に総合的に対処し得る能力を養成する。 

 

（3）学生の主体性と学ぶ意欲の尊重 

学生が自ら選んだ専門分野に関連する科目を主体的に履修できるよう，科目の適正な学年配分を行う

とともに，他学部が開講する科目や全学的に開講される科目を履修できる途を開く。 

 

（4）国際化への対応 

基礎教育としての外国語教育を強化するとともに，外国語を通じて異文化理解を深め，国境を越えて

活躍できる人材を養成する。  

教養教育院では，各学部の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程編

成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）を踏まえて，次の教育目標を掲げ，実現するための教育

課程を編成しています。 

①総合的な判断力と思考力を培う         国際理解科目，現代教養科目など 

②学生の主体性と，学ぶ意欲を育む        基礎セミナー，超学部セミナーなど 

③人間性を育むコミュニケーション能力を培う   健康・スポーツ科学科目，言語文化科目など 

④学部間に共通の基礎的学力を培い，探究心を養う 人文・社会系基礎科目，自然系基礎科目など 
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Ⅲ  全学教育科目の方針と内容  

 

 

前述の教育目標を達成するため，2022年度から，知識詰め込み型に陥ってしまいがちだった傾向を改め，

学生の主体的学びを重視した質の高い「知」の獲得を目指す教育システムを構築するため全学教育科目を

改善しました。ICT 等を活用し知識伝達と能動的学習とのメリハリをつけることにより，アクティブラー

ニング主体の教育へ転換し，専門教育の深まりに応じて，初年次から大学院までシームレスに展開する共

通基礎科目教育と教養教育を展開します。 

 

 
 

多くの科目は 2 年次までに履修する科目として開講されていますが,改善した全学教育科目では,3 年次

以降の学生に対しても開講されています。 

学部を超えた共同学習による専門分野の相対化を図る超学部セミナーをはじめとする教養科目は，大学

院までシームレスに展開します。 

専門教育の深まりに応じて活用できる言語文化科目として,特別英語セミナーや初修外国語上級などを

開講しています。 

学期を通して履修する科目数を削減し,自律した深い学びの機会がもてる時間割編成としています。 
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全学教育科目の科目区分とその内容 

本学における授業科目の種類は，学部科目（専門系科目）と全学教育科目があります。ここでは，全学

教育科目の詳細を説明します。 

科目区分 内  容 

共通基礎科目 
「自立した主体的学び」へと学習姿勢を転換し，よりよい未来社会を構築し

それを担う「勇気ある知識人」となるために，すべての学生が専門分野によら
ず共通に身につけるべき基礎的素養（汎用力・課題発見／解決力）を育む 

 
「大学での学び」基礎論 

大学とは何か，大学で学ぶとはいかなることか，大学での学びを充実したも
のにするにはどのような知恵が必要かについて理解し，主体的な学習者として
の態度の核を形成する 

基礎セミナー 
少人数のセミナー形式による多面的な知的トレーニングを通じて，真理探究

の面白さに触れるとともに，主体的な学びに必須の「調べ，考え，書き，話す」
能力を涵養する 

言語文化
科目 

英語 学問の世界の共通言語，かつ国際社会で活躍するために必須の言語である英
語によるコミュニケーション能力を高め，世界に通ずる窓を開く 

初修外国語 英語以外の外国語の学修を通して，多様な異文化に対する理解と寛容性を身
につけ，国境を越えてよりよい未来社会の構築をめざして協同するために必須
の複数外国語運用能力の基礎を築く 

日本語 日本語の能力を高め，日本の文化と社会に対する理解を深めることにより，
留学生活における主体的学びのための基礎能力を身につける 

健康・ス
ポーツ科
学科目 

講義 健康に関する知識と自己管理能力及び運動・スポーツ習慣の必要性など，生
涯スポーツの基礎となる知識を習得する 

実習 スポーツの実践を通して，運動・スポーツの楽しさを味わい，運動習慣獲得
の基礎となる技能，コミュニケーション能力とリーダーシップ，チームワーク
形成能力を身につける 

データ科学科目 
社会の様々な場面で新しい価値を生み出す基盤となるデータ分析能力を身に

つけるために，その基礎的知識と汎用的な分析技能を獲得する 

アントレプレナーシッ
プ科目 

アントレプレナーシップを学ぶことを通じて，社会変化によって生じた課題
を迅速に捉え，知識を知恵に変え解決法を導く意識や社会で必須となる組織的
行動の重要性を学ぶ 

教養科目 

教養ある「勇気ある知識人」として専門知を人類社会の問題解決に活用し幸
福な未来を構築していく。そのために重要な資質である「異分野・異文化に開
かれた態度」「分野を超えた幅広い知識への関心」及び「自己とその専門分野を
相対化する視点」を獲得する 

 

国際理解科目 

「異文化との出会い」を契機に，世界には多様な価値観があることを認識し，
近現代の国際関係に関する知識と事項の文化に関する知識を身につける。これ
を通じて，自らの主張を展開する力と文化的社会的な寛容性とを兼ね備えた，
国際社会で活躍しうる人間に成長するための基礎を築く 

現代教養科目 

現代社会が抱える課題の理解を踏まえ，その課題に対する学際的・総合的分
析能力を養うとともに，目指す専門分野と他分野との関連性を理解することに
よって，専門知の社会的役割を認識し，自らの専門分野を相対化する視点を身
につける(注 1) 

超学部セミナー 

自らの目指す専門性が自覚された学部 3〜4年次において，異なる分野を学ぶ
学生が学部・学年を超えたチームを組み，自主的に設定した課題の解決のため
にみんなで考え力を合わせる主体的経験を共有する。これを通じ，リーダーシッ
プとチームワーク，異分野への開かれた態度，多様な人々の協調による課題解
決能力を身につける 

    

分野別基礎科目 専門分野の学習の基盤となる最も基礎的な知識と技能を身につける 

 
人文・社会系基礎科目 

人文・社会科学系の専門分野を学んでいく基盤として，それぞれの分野にお
ける学問体系を理解し，最も基礎的な知識と技能を身につける 

自然系基礎科目 
自然科学系の専門分野を学んでいく基盤として，それぞれの分野における学

問体系を理解し，最も基礎的な知識と技能を身につける 
 
注 1 下位分類として人文・社会系，自然系，学際・融合系に分けた上で,学部に応じて修得するべき系が指定されて

います。なお，後期教養教育として，専門をある程度学んだ 3～4年次に履修する科目を配置しています。  
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Ⅳ  本学の授業実施方法  

 

 

1. 学年と学期 

学年は 4月 1日に始まり，翌年 3月 31日に終わります。この 1年間を年度といいます。 

本学では，セメスター（2学期）に加え，クォーター（4期）で授業が実施できるよう学期を設定してい

ます。 

学年（年度）を春学期・秋学期の 2つに分けた上で，さらに各学期の授業期間を 2つに分け，前半を春

1期・秋 1期，後半を春 2期・秋 2期といいます。 

セメスターの授業については 15週分，クォーターの授業については 8週分の授業が行われます。 

・春学期（前期）4月 1日から 9月 30日まで 

・秋学期（後期）10月 1日から 3月 31日まで 

本年度の授業日程は，本冊子の表紙裏面（2-3ページ）に示したとおりです。 

 

2. 期 

在学期間は，原則として通常 4年間（医学部医学科は 6年間）なので，その間に 8つの学期が含まれる

ことになります。 

入学年度の春学期から順次，通し番号をつけて次のように呼びます。 

 

1年次 2年次 3年次 4年次 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 Ⅴ期 Ⅵ期 Ⅶ期 Ⅷ期 

期の順番を現す数字はローマ数字を使用します。 

 

3. 休業日 

授業を行わない日を休業日といいます。本学の休業日は，次のとおりです。ただし，休業日であっても，

教育上必要がある場合には授業を行うことがあります。 

＜定期的なもの＞ 

・1日限りのもの 日曜日，土曜日，国民の祝日に関する法律に規定する休日 

・長期のもの 夏季休業，冬季休業 

 

4. クラス編成 

本学に入学した学生は，学修上の便宜から入学当初に，入学年次・所属学部等を考慮して，次のような

クラスに編成されます。 

このクラス編成は，履修ガイダンス時などに所属学部から通知されます。 

 

◇クラス編成表 

学 部 文：125 教育：65 法：150 経済：205 

学 科     

ク ラ ス 1 2 3 4 1 2 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 

学 生 数 32 31 31 31 33 32 38 38 37 37 35 34 34 34 34 34 
 

学 部 情：149 理：270 

学 科 自然：44 人社：38 コン：67  

ク ラ ス 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

学 生 数 44 38 34 33 23 23 23 23 23 23 22 22 22 22 22 22 
 
  

10



学 部 医：308 農：170 

学 科 医：108 保健：200 環境：35 資生：55 生命：80 

ク ラ ス 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 

学 生 数 54 54 40 40 40 40 40 18 17 28 27 27 27 26 
 

学 部 工：700 

学 科 化生：99 物工：83 マテ：110 電情：128 機航：160 エネ：40 土建：80 

ク ラ ス 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 

学 生 数 33 33 33 42 41 37 37 36 32 32 32 32 40 40 40 40 40 40 40 

[注意] 

（1）学部名及び学科名の後の数字は，学生定員を示している。 

（2）情報学部，医学部，工学部及び農学部は，学科ごとにクラスを編成する。 

【情報学部学科略称】自然：自然情報学科 人社：人間・社会情報学科 コン：コンピュータ科学科 

【工学部学科略称】化生：化学生命工学科 物工：物理工学科 マテ：マテリアル工学科 

電情：電気電子情報工学科 機航：機械・航空宇宙工学科 

エネ：エネルギー理工学科 土建：環境土木・建築学科 

【農学部学科略称】環境：生物環境科学科 資生：資源生物科学科 生命：応用生命科学科 

 

5. 授業時間 

通常 1科目当りの授業時間は，2時間（実時間 90分）ですが，実験などの場合は 4時間（実時間 180分）

となるときもあります。 

各授業の始めと終わりは次のようになっており，その日の最初の授業から順次，第○時限という言い方

をしています。物理学実験，化学実験，生物学実験，地球科学実験などの 4 時間連続の授業は，2 時限に

わたる授業です。 

 

8:45 

～ 

10:15 

休

み 

10:30 

～ 

12:00 

休

み 

13:00 

～ 

14:30 

休

み 

14:45 

～ 

16:15 

休

み 

16:30 

～ 

18:00 

第 1時限 第 2時限 第 3時限 第 4時限 第 5時限 

 

6. 授業科目と単位制度 

授業科目は授業の形態により次の授業形式に分けられます。 

また，大学では学生の学修を数量的に表示するために単位制度が採られています。 

 

授
業
形
式 

内容 
1週間1授業時間 
の場合，半期の 

単位数 
科目区分等 

講
義 

授業が，担当教員の講ずることを中心
として進行する形態のものをいう。 

2時間×8週 
（実時間90分） 

1.0単位 

「大学での学び」基礎論， 
データ科学科目講義 

アントレプレナーシップ科目 
現代教養科目の一部 

2時間×15週 
（実時間90分） 

2.0単位 

健康・スポーツ科学講義， 
国際理解科目， 
現代教養科目， 

人文・社会系基礎科目， 
自然系基礎科目（実験を除く） 
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授
業
形
式 

内容 
1週間1授業時間 
の場合，半期の 

単位数 
科目区分等 

演
習 

授業が，受講人員の制限のもとで，学
生の主体的な学修を中心として進行
する形態のものをいう。 

2時間×8週 
（実時間90分） 

1.0単位 

多言語修得基礎， 
データ科学科目演習 
現代教養科目の一部 

2時間×15週 
（実時間90分） 
1.0，2.0単位 

基礎セミナー， 
言語文化科目， 

国際理解科目の一部， 
超学部セミナー 

実
習 

授業が，学生の実地又は実物について
学修，あるいは，学生の実技や技能に
ついての修得などを中心として進行
する形態のものをいう。 

2時間×15週 
（実時間90分） 

1.0単位 
健康・スポーツ科学実習 

実
験 

授業が，実験で行われる形態のものを
いう。 

4時間×15週 
（実時間180分） 

2.0単位 

自然系基礎科目のうち 
物理学実験， 
化学実験， 
生物学実験， 
地球科学実験 

※どの授業科目がどの単位数になるかは「Ⅺ 各授業科目及び履修に関する注意事項」で確認して

ください。 

 

7. 履修登録単位数の上限設定 

履修登録単位数の上限設定（キャップ制）は，学修する授業科目・単位数を精選することで十分な学修

時間を確保して，内容を真に身につけられるようにし，各年次にわたって適切に授業科目を履修すること

を目的とし，各学部・学科において，学生が 1年間又は 1学期に履修科目として登録することができる単

位数の上限を定めています。 

所定の単位を優れた成績をもって修得した学生は，履修登録単位数の上限値を緩和することができます。 

履修登録単位数の上限設定，緩和条件などは，各学部において決定していますので，詳細は各学部の学

生便覧等で確認してください。 

なお，原則として，次の科目は履修登録上限単位数に算入しません。（学部・学科により取扱いが異なる

ことがあります。） 

・「教科に関する専門的事項」を除く教員免許状取得に関する科目 

・集中講義科目 

・単位互換他大学科目（海外，オンラインを含む） 

・外国語検定試験認定科目 

・入学前の既修得単位認定科目 

・特別履修科目 

 

8. 遠隔により実施する授業科目の取扱い 

遠隔により実施する授業科目（以下「遠隔授業科目」という。）については，学部における卒業要件単位

数（124単位）に含めることができる単位数の上限は 60単位と定められています。（名古屋大学通則第 20

条第 3項） 

そのため，全学教育科目及び学部専門系科目を合わせて，遠隔授業科目による単位取得が上限単位数以

下となるように，計画的に履修をしてください。なお，履修しようとする授業の方法については，授業要

覧（シラバス）で確認することができます。 

※卒業要件単位が 124単位（医学部医学科は 188単位）を超える学部学科は，その超える単位数を上限

に加算することができるため，実際の上限単位数は所属する学部学科によって異なります。 
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9. 単位の認定 

履修した授業科目については，平常の評価，レポート及び試験等を実施して総合的に評価し，各学期末

に単位の認定をします。 

なお，成績評価の方法及び基準については，授業要覧（シラバス）で確認してください。学期末試験等

の内容，実施方法及び留意事項等については，授業担当教員から指示されるとともに，全学教育科目は名

古屋大学ポータルで周知しますので，各自確認して受験してください。 

また，各期末には成績・修得科目が修得科目確認表として通知されますので，必ず各自で Web（名古屋

大学ポータル）の「修得科目確認（成績照会）」で確認してください。 

 

10. 成績評価基準及び GPA制度 ※詳細は，2025年度名古屋大学学生便覧を参照してください。 

（1）成績評価及び評価基準等 

成績評価は，授業科目によって 6段階評価（A+，A，B，C，C-，F）又は 2段階評価（P，NP）のいずれ

かが用いられます。不合格の場合は単位を修得できません。 

評価記号等に対応する評価基準等は次のとおりです。 

 

 
評価 

記号等 
合否等 評価基準等 

6段階 

評価 

A+ 

合格 

際立って優れている。主題を全て理解し，広範な知識を持ち，概念や方

法を巧みに使いこなして高度な課題を遂行できる。 

A 
優れている。主題のほとんどを理解し，必要な知識を持ち，概念や方法

を適切に使って課題を遂行できる。 

B 良好である。主題を十分理解し，問題・題材を扱うことができる。 

C 

良好な面もあるが不足も目につく。主題の基本的な部分を理解し，比較

的簡単な問題を扱うことができて，より高度な学修に進める状態に

なっている。 

C- 
最低限の基準に達している。主題を最低限理解し，簡単な問題を扱うこ

とはできるが，より高度な学修へと進むには更に努力が必要である。 

F 不合格 最低基準を満たしていない。 

2段階 

評価 

P 合格 合格（合否等により成績評価を行う授業科目） 

NP 不合格 不合格（合否等により成績評価を行う授業科目） 

その他 

T 合格 認定（入学前や他大学等で修得した単位） 

W --- 

学生から履修継続の意思がないことが申し立てられたため又は様々な

合理的理由（課題が提出されない，試験を受験しない等）から学生に履

修継続の意思がないと教員が判断したため，成績評価を行わないこと

を示す。 

 

授業科目によっては，100 点満点による評価を行った上で 6 段階評価に換算する場合があり，その場

合の標準的な方法は次のとおりです。ただし，この換算表によらない場合がありますので，個々の授業

科目の授業要覧（シラバス）を確認してください。 

 

評価記号 A+ A B C C- F 

100点満点 

評価 
95点以上 

80点以上 

95点未満 

70点以上 

80点未満 

65点以上 

70点未満 

60点以上 

65点未満 

60点 

未満 

  

13

https://portal.nagoya-u.ac.jp/
https://portal.nagoya-u.ac.jp/
https://portal.nagoya-u.ac.jp/
https://portal.nagoya-u.ac.jp/


（2）GPA制度 

本学では，学生の自律的な学修の促進及び成績評価の国際通用性を高めるための方策の一環として，

グレード・ポイント・アベレージ（履修科目の成績の平均値。以下「GPA」という。）制度を導入してい

ます。 

 

① 評価記号と GPの対応 

グレード・ポイント（各評価に与えられる数値。以下「GP」という。）は，次のとおり変換します。

GPは学部学生のみ適用し，大学院学生には適用されません。したがって，GPAは学部学生のみ算出して

います。 

 

評価記号 A+ A B C C- F 

GP 4.3 4.0 3.0 2.0 1.0 0 

 

② GPAの種類及び算出方法 

GPA は，当該学期における学修の状況及び成果を示す指標としての GPA（学期 GPA）及び在学中にお

ける全期間の学修の状況及び成果を示す指標としての GPA（累積 GPA）の 2種類があり，計算式は次の

とおりです。算出された数値に小数点以下第 2位未満の端数があるときは，これを四捨五入します。 

 

学期 GPA＝ 

当該学期における A+の単位数×4.3＋Aの単位数×4.0 

＋Bの単位数×3.0＋Cの単位数×2.0＋C-の単位数×1.0 

当該学期における A+の単位数＋Aの単位数＋Bの単位数 

＋Cの単位数＋C-の単位数＋Fの単位数 

 

累積 GPA＝ 

在学中の全期間における A+の単位数×4.3＋Aの単位数×4.0 

＋Bの単位数×3.0＋Cの単位数×2.0＋C-の単位数×1.0 

在学中の全期間における A+の単位数＋Aの単位数＋Bの単位数 

＋Cの単位数＋C-の単位数＋Fの単位数 

 

③ GPAへの算入・不算入 

・卒業要件に関わる授業科目を算入します。 

・随意科目及び教職科目等の卒業要件に関わらない授業科目は算入しません。 

・P，NP，T及び Wをもって評価された授業科目は算入しません。 

・再履修した授業科目の GPAの取扱い 

 Fの評価を受けた授業科目を再度履修して A+，A，B，C又は C-の評価を受けた場合には，Fの

評価は累積 GPAに算入しません。 

 Fの評価を受けた授業科目を再度履修して Fの評価を受けた場合には，Fの評価は，累積 GPA

に複数回算入しません。 

 Fの評価を受けた後に，検定試験の成績による単位認定等によりTの評価を受けた場合には，

Fの評価は累積 GPAに算入しません。 

 単位を修得した授業科目を再度履修して A+，A，B，C，C-又は F の評価を受けた場合には，

再度履修した授業科目の評価は，GPAに算入しません。 

 以上の場合において，重複して履修することが認められている授業科目は，この限りではあ

りません。 

 

④ GPAの表示 

GPAは各学期末の修得科目確認表に，学期 GPA及び累積 GPAが記載されます。 

成績証明書には累積 GPAが記載されます。  
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11. 履修取り下げ制度 

本学では，GPA制度の導入に伴い，履修取り下げ制度を導入しています。GPAの算出にあたり，Fは算入

するため GPAの数値を低下させ，Wは算入せず GPAの数値に影響を与えないことから，評価が Fであるか

Wであるかは大きな違いとなります。 

このため，履修登録をしたが履修・単位修得の意思がなくなった授業科目については，指定期日までに，

授業担当教員の指定した方法により履修の意思がない旨を意思表示すること（履修取り下げ）により，当

該科目は W となります。履修取り下げの申し出期日は，春学期は 5 月末，秋学期は 11 月末としています

が，クォーターの授業のほか，個々の授業の事情により異なる場合があるので，必ず授業担当教員に確認

してください。 

授業要覧（シラバス）はこの制度の運用を前提にして作成されています。履修人数など授業のさまざま

な条件により，いくつかの記載の可能性がありますので，履修取り下げの意思が生じた場合，以下に従っ

てその意思を明確に授業担当教員に伝えてください。不明の点は，必ず授業担当教員に確認してください。 

 

（1）シラバスに「学期途中で履修の意思がなくなった場合，履修取り下げを申し出る必要がある」と記載

されている場合 

履修取り下げは，履修科目の TACT講義サイトを通じて授業担当教員へ申し出てください。申し出の期

限は，授業担当教員に確認してください。 

あらかじめ授業担当教員が定めた期限までに「履修取り下げ」の申し出がない場合は，学期末試験の

欠席，レポートの未提出，講義・演習・実験などへの出席日数の不足の場合でも，学期末試験（レポー

トを含む）の不合格の場合と同じく，成績判定は「F」となります。原則として，「履修取り下げ」の申

し出をしなかった学生に対して「W」の成績判定は行いません。ただし，病気，事故，不登校などの事由

で「履修取り下げ」の申し出がない（できない）等の事情のある場合の成績評価については，授業担当

教員の判断で「W」とすることがあります。 

「履修取り下げ」の申し出がされた場合は，成績評価は「W」となります。 

 

（2）シラバスに「履修取り下げにあたり，履修取り下げの申し出を必要としない」と記載されている場合 

履修者がきわめて多数であるため，「履修取り下げ」の申し出の授受，管理などに困難がある等の場合，

「履修取り下げ」の申し出を条件とせず，学期末試験の欠席，レポートの未提出などの場合の成績判定

を，（「F」ではなく）「W」とするものです。この場合，シラバスの「成績評価の方法」において，中間テ

スト，レポート，授業への貢献の扱い等，どのような場合に「W」評価となるかについて，記載されてい

るはずです。または，講義のイントロダクション等において，「学期末試験を受験しなかった場合の評価

は『W』とする」，「レポートの未提出や出席日数が不足する場合，学期末試験を受験しても『F』となる

ことがある」等「成績評価の方法」，つまり「W」と「F」の基準についての具体的な指導がなされること

になっています。 

そのような記載や指導がなく，履修を取り下げたい場合，成績評価の方法について授業担当教員に確

認の上，指示に従ってください。 

 

（3）シラバスに「学期途中で履修の取りやめを希望する場合は，担当教員の許可を必要とする」等と記載

されている場合 

セミナー等で個々の学生に役割分担が与えられる場合など，履修の安易な取り下げが授業全体の実施

に支障をきたす場合も考えられます。この場合，「履修を取りやめる場合は，担当教員の許可を必要とし

ます」等の記載がシラバスになされているはずです。このとき，事情によりどうしても履修の取りやめ

を希望する場合は，授業担当教員に相談し，その指示に従ってください。 

その結果，履修取り下げが認められた場合，成績評価は「W」となります。なお，病気，事故，不登校

などの事由で，「履修取り下げ」の申し出がない（できない）等の事情がある場合の成績評価については，

授業担当教員の判断で「W」とすることがあります。 
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12. 成績評価に関する問合せ 

全学教育科目の成績評価に関して疑義が生じた場合は，書面により問い合わせてください。成績が発表

された日から原則 3日以内（成績発表日を含む）に，教養教育院事務室へ TACTから「成績評価照会票」を

提出してください。詳細な手続方法は，名古屋大学ポータルに掲載します。 

なお，成績評価が記載されていない科目については，直接教養教育院事務室へお問い合わせください。 

専門系科目については，各学部教務学生係等の指示に従ってください。 
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Ⅴ  授業時間割と履修計画  

 

 

1. 履修計画の立て方 

学生は，所属する学部の卒業要件を満たす単位を修得しなければなりません。また，進級要件が定めら

れている学部においては，所定の年限までにそれを満たす単位を修得しなければなりません。従って，そ

れらの要件を満たしうるように，全学教育科目や各学部が開講する学部科目の履修計画を立てる必要があ

ります。それにとどまらず，各自の修学の目的や学問的な関心に応じて十分と思われる勉学を行うことが

できるように，主体的な判断に基づいて，履修計画を立てるよう心掛けることが重要です。 

 

［履修計画の検討の手順］ 

（1）本冊子の「Ⅹ 学部・学科別授業科目区分ごとの履修基準一覧（2025年度入学生用）」（29ページ）

及び各学部の学生便覧で履修要件を確認 

（2）本冊子の「Ⅺ 各授業科目及び履修に関する注意事項」（74ページ）で，各科目を確認 

（3）「全学教育科目授業時間割表 COURSE TIMETABLE」の「授業時間割表（A表）」で，所属学部向けに開講

されている曜日・時限ごとの大まかな科目区分を把握 

（4）「授業時間割表（B表）」で各授業科目の科目名，担当教員及び講義室等を確認 

（5）「全学教育科目授業要覧（SYLLABUS）」でそれぞれの科目の授業内容等を確認し，履修したい科目を確

認 

 

［注意事項］ 

・各学部の卒業要件を満たす単位を在学中に無理なく履修できる機会をすべての学生に保証するため，

あるいは各授業科目の目的や内容によっては段階的な履修が必要になるため，全学教育科目の時間割

表は受講できる学部・クラスを指定することを前提として作成されています。このため，履修計画を

立てる際は，「学部又はクラス指定の授業科目」を選択してください。 

・下位年次生が上位年次生の授業科目を履修することは原則としてできません。 

・同一科目を 2個以上履修し，試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち 1個しか認められま

せん。ただし，言語文化科目については複数個が卒業要件単位として認められる場合があります。 

 

2. 全学教育科目の授業時間割表（COURSE TIMETABLE）について 

（1）授業時間割表（A表） 

当該年度の全学教育科目及び各学部の学部科目の開講時間帯を概略的に表示したものです。 

 

（2）授業時間割表（B表） 

・当該年度に開講する具体的な授業時間割（授業科目，担当教員，学部・クラス指定，講義室など）を，

期・曜日・時限ごとに表示したものです。 

・授業時間割表（B表）のすべての授業科目には「時間割コード」が付してありますが，このコードは履

修手続きを行う際に必要となります。 

・各曜日・時限に開講される授業科目は毎年度新たに組まれ，それに伴い，時間割コードも毎年変わり

ます。 

・学部指定オビ以外注に開講される言語文化科目は，対象学部が「全学部」として表示されています。 

 注 「オビ」：時間帯（一つの曜日・時限） 

「学部指定オビ」：所属する学部，学科の指定がされている時間帯 

「学部指定オビ以外」とは，学部，学科の指定がされていない時間帯 
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【授業時間割表（COURSE TIMETABLE）参照方法】 

※詳細は 26ページ 「Ⅸ 学生への情報連絡の手段等」を参照してください。 

① 名古屋大学ポータルにログイン 

② 「教養教育院」をクリック→教養教育院からのお知らせ，学生メニュー等に記載 

機構アカウント配付前は，教養教育院ホームページの「お知らせ」から確認してください。 

 

3. 全学教育科目授業要覧（SYLLABUS）について 

全学教育科目授業要覧（SYLLABUS）では，授業科目ごとに，担当教員名，授業の目的，達成目標，履修

上の条件，授業内容，成績評価の方法，教科書，参考書などを表示しています。履修計画の作成に活用し

てください。 

 

【全学教育科目授業要覧（SYLLABUS）参照方法】 

※詳細は 26ページ 「Ⅸ 学生への情報連絡の手段等」を参照してください。 

① 名古屋大学ポータルにログイン 

② 「学務」→「履修・成績」→「シラバス」をクリック 

機構アカウント配付前は，教養教育院ホームページから確認してください。ただし，教養教育院ホー

ムページのシラバスは簡易版で，授業の内容の詳細，成績評価基準，授業担当教員の連絡先などが掲

載されていないことに留意してください。 
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4. コースナンバリング 

名古屋大学全学教育科目のコースナンバリング・コードについて 

 

カリキュラムの体系性を明示し，国際通用性を高めるため，全学教育科目の各授業科目を以下のように

１０桁の英数字で表しています。 

学生のみなさんは，全学教育科目を体系的に履修するために役立ててください。 
 

ABC―DE－k l mn－F 
 

 

 

 

 

 

①授業提供部局 

教養教育院が提供する全学教育科目： LAS 

 

②科目区分 

FS 
基礎セミナー・大学での学び

基礎論 

LC 言語文化科目 

HS 健康・スポーツ科学科目 

DS データ科学科目 

EN アントレプレナーシップ科目 

GL 国際理解科目 

CL 現代教養科目 

PB 超学部セミナー 

BH 人文・社会系基礎科目 

BN 自然系基礎科目 

 

③学修レベル 

０ 全学教育科目基礎的レベル 

１ 全学教育科目発展的レベル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④分類  

言
語
文
化
科
目 

１ 英語 

２ ドイツ語 

３ フランス語 

４ ロシア語 

５ 中国語 

６ スペイン語 

７ 朝鮮・韓国語 

８ 日本語 

９ 上記以外 

 

現
代
教
養
科
目 

１ 人文・社会系 

２ 自然系 

３ 学際・融合系 

※上記以外の科目区分の分類は９ 

 

⑤科目を識別するための番号 

 

⑥使用言語 

J 日本語 

E 英語 

B 日英２言語併用 

O その他の言語 

  

①授業提供部局名 

②科目区分 

③学修レベル ⑤科目識別番号 

④分類 ⑥使用言語 
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Ⅵ  履修手続と履修  

 

 

授業科目を履修する場合には，次のような手続きをする必要があります。 

 

1. 履修手続 

（1）各学期の初めまでに，その学期に履修しようとする授業科目（全学教育科目及び各学部が開講する学

部科目）を選び，手続きを行ってください。 

（2）この履修手続きを行わなかった学生は，受講することも，その試験を受ける資格も与えられませんの

で注意してください。 

（3）なお，履修しようとする授業科目によって登録方法，期限や担当教員への受講手続き方法が異なりま

すので注意してください。 

（4）履修手続きは Web登録をして完了するのではなく，その都度，履修登録が正しくされているか，誤り

がないかを確認することで履修手続き完了となります。2回目の履修科目の確認は，その学期に受講す

るすべての科目が掲載されていますので，履修登録に誤りがあった場合は，至急担当係（全学教育科目

は教養教育院事務室，学部科目は所属学部の教務学生係等）へ相談してください。 

（5）履修登録は Web（名古屋大学ポータル）で行います。詳細については，名古屋大学ポータル又は教養

教育院ホームページに掲載する「履修手続きに関する注意事項」で確認してください。 

 

2. 受講調整 

授業科目の目的や内容を効果のあるものにするため，また，講義室や実験室の収容スペース等を考慮し，

適切な受講者数を決定するため，受講調整を行っています。 

受講調整の方法は，名古屋大学ポータル又は教養教育院ホームページに掲載する「履修手続きに関する

注意事項」で確認してください。 

 

※受講希望に基づいて受講調整を行い，受講科目を決定しますので，受講する意志のない科目を Web（名

古屋大学ポータル）に登録することのないように注意してください。闇雲に受講希望を入力することは，

履修登録単位数の上限設定（キャップ制）によりエラーになる可能性があります。また，履修登録をす

る他の学生の迷惑となりますので，十分注意してください。 

 

3. 履修 

（1）授業には毎回出席することが原則です。 

欠席回数が多い場合は，学期の途中でも受講の許可が取り消されることがあります。また，試験を受

ける資格が与えられないことがあります。 

（2）教室外における自学自習の状態を評価する方法は，担当教員によって異なります。 

たとえ授業には常に出席していても，教室外の自学自習に欠けることがあれば，（1）と同様の処置が

とられることもあります。 

 

4. 重複履修科目の単位 

（1）原則として，同一科目を 2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち 1個しか

認められません。 

（2）言語文化科目については，同一科目であっても複数個が卒業要件単位として認められるものがありま

す。ただし，履修上の制限がありますので，各言語の〔履修に関する注意事項〕を確認の上，受講して

ください。 

（3）自然系基礎科目において，開講対象学部等以外の科目を履修し試験に合格しても，卒業要件単位とし

て認められないことがありますので，〔授業科目表〕，〔履修に関する注意事項〕や所属学部の教務学生

係等に確認の上，受講してください。 
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5. 再履修・単位の補充 

試験等の結果，「F」又は「W」となった授業科目は，各学部が定める進級基準又は卒業に必要な単位を修

得するため，当該科目を再履修し，不足する単位を補充する必要があります。 

不足する単位は，下位年次生対象の授業を履修するか，又は他学部・他クラスの授業を履修することで

単位を補充することができる場合もありますので，必ず所属学部の教務学生係等に確認してください。た

だし，再履修する場合は，他に履修しなければならない授業科目と曜日時限が重複することが多く，困難

が伴うことを覚悟しなければなりません。 

詳細の方法は，名古屋大学ポータル又は教養教育院ホームページに掲載する「履修手続きに関する注意

事項」で確認してください。 
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Ⅶ  試験と成績  

 

 

1. 試験 

全学教育科目の試験に関する一般的な注意事項は，次のとおりです。 

（1）原則として，各学期末に学期末試験を行います。 

（2）試験は，筆記試験を原則としますが，筆記試験の代わりに，レポート提出，口述試験，実験報告など

によることもあります。 

（3）試験を受ける際は，机上に学生証を提示しなければなりません。 

（4）試験の際，20分以上遅刻すると，試験室に入ることが許可されません。 

受験している試験室からの退出が許可されるのは，試験開始後 30分以上経過してからです。ただし，

試験終了前の 5分間は，退出が許可されません。 

なお，退出した場合は，他の受験者の迷惑にならないよう静粛にしてください。 

（5）試験時間は，すべて標準電気時計又はそれに合わせた監督者の時計によります。 

（6）試験の際，不正行為を行ってはいけません。 

万一，不正行為のあったときは，教養教育院の議を経て，所属する学部長に通知するものとし，各学

部の教授会は，「名古屋大学学生の懲戒等に関する規程」により，何らかの措置（当該学生の当該学期

に認定される全授業科目の単位をすべて無効とする等）を決定します。 

 

2. 追試験 

追試験とは，傷病，その他やむを得ない理由によって，学期末試験の一部ないし全部を受験できなかっ

た者に対して行われる試験のことを言います。追試験に合格した場合には，その期の成績として認定され

ます。 

（1）追試験を希望する者は，教養教育院長に願い出て，その許可を得なければなりません。 

このため，追試験受験願に，追試験を希望するすべての授業科目について，所定の事項を記入し， 

① 傷病の場合は，医師の診断書     1通 

② その他の場合は，理由書とそれを証明できる書類     1通 

追試験受験願と①又は②は，教養教育院事務室にそれぞれ提出してください。 

（2）追試験受験願に不備がなく，審査の結果，その理由が正当と認められた場合に限り受験が許可されま

す。 

（3）追試験受験願の提出期限及び追試験の期日・時間・試験室は，名古屋大学ポータルの「教養教育院」

ページで発表します。 

（4）追試験を受験できなかった場合の追々試験は実施しません。 

 

3. 再試験 

再試験とは，次の別表 1及び別表 2に掲げる科目を受講し，その期の学期末試験又は追試験を受け，そ

の成績が「F又は NP」となった者のうち，一定の要件を満たした者に対し，再度行われる試験のことを言

います。再試験に合格した場合には，その期の成績として認定されます。 

再試験の実施時期は，9月又は 3月です。科目によって実施時期が異なりますので，注意してください。 

再試験は，成績が合格に達しなかった者に対し再度受験の機会を与えることにより，学生の履修上の便

宜を図るものです。受講の実態の無い者や試験を欠席した者は，受験資格はありません。 

（1）再試験を受験できる者は，再試験実施科目の成績が「F又は NP」となった者で，教養教育院が定める

要件を満たす場合とし，対象者は名古屋大学ポータルの「教養教育院」ページで発表します。 

（2）再試験の期日・時間・試験室は，名古屋大学ポータルの「教養教育院」ページで発表します。 

（3）再試験の時間は，50分又は 90分です。（科目によっては授業担当教員が決定します。） 

（4）再試験の成績評価は「C-」又は「F」，もしくは「P」又は「NP」で，「C-」又は「P」は再試験を実施

した期の単位として認定されます。 

（5）再試験を受験できなかった場合の追試験は，実施しません。 

（6）再々試験は，実施しません。  
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（国際プログラム群を除く。） 

別表 1（学期末試験が行われた期に再試験を実施する科目【当該期再試験該当科目】） 

自
然
系
基
礎
科
目 

物理学系 力学Ⅰ，力学Ⅱ，電磁気学Ⅰ，電磁気学Ⅱ，物理学基礎Ⅰ，物理学基礎Ⅱ 

化学系 化学基礎Ⅰ，化学基礎Ⅱ 

生物学系 生物学基礎Ⅰ，生物学基礎Ⅱ 

地球科学系 地球科学基礎Ⅰ，地球科学基礎Ⅱ 

 

別表 2（学期末試験が行われた期の次期に再試験を実施する科目【次期再試験該当科目】） 

言語文化科目 英語（サバイバル）注 

注 英語（サバイバル）は，再試験に代えて合格認定試験を行うものとする。 

 

4. 不正行為について 

授業・試験等における不正行為は断じて許されることではありません。授業の際の小テスト，レポート

及び学期末試験等における不正行為を絶対行わないでください。万一，不正行為があった場合は，事実関

係を調査した上で，「名古屋大学学生の懲戒等に関する規程」に基づき，措置され，退学・停学・訓告処分

が科せられることがあります。また，当該科目に止まらず，当該学期において修得した全授業科目の単位

が不認定となり，事実上留年になります。 

不正行為は学期末試験，レポート提出期限，成果発表などの日が迫っているのに準備が追いついていな

い場合に起こしやすいとされています。良い成績を取りたい，単位を落としたくないといった気持ちが先

走り，いわゆるコピペやカンニングに走ったり，不完全な引用・参照が行われたりするのです。不正行為

は，学生としての本分に反する行為であり，不正行為によって多大な不利益を被るのは自分自身であるこ

とをよく認識し，次のことを心掛けた上で授業や試験に臨んでください。 

 

・試験時は答案作成に許可されたもの以外は，机上・机中や椅子上に置かず，かばんの中に入れ，かば

んは口を閉めて足下等に置くこと。 

・ウェアラブル端末，下敷きは使用しないこと。 

・携帯電話・スマートフォンは電源を切り，かばんの中に入れること。 

・レポート等の作成に際して，インターネット等からのコピー＆ペーストや他人の著作物の盗用を行わ

ないこと。 

・調査・実験等において各種データの捏造・改ざんを行わないこと。 

 

盗 用：他人の研究内容又は文章を適切な手続きを経ることなしに流用すること 

捏 造：データ又は実験結果を偽造すること 

改ざん：研究試料・機材・研究過程に操作を加え，又はデータ若しくは研究成果を変え，若しくは省

略することにより研究内容を正しく表現しないこと 

 

引用：「良識をもって学問をしよう！」高等教育研究センター 

（https://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/support/file/integrity.pdf） 

 

5. 成績評価 

（1）全学教育科目の単位の認定は，学期末試験，追試験及び再試験のほか，授業の履修状況などを踏まえ，

総合的に成績を評価し，合格した者には，所定の単位が与えられます。 

（2）成績評価は，「A+」，「A」，「B」，「C」，「C-」，「F」の 6段階で表記されます。なお，「A+」，「A」，「B」，

「C」及び「C-」は合格で，所定の単位が与えられます。 

これを「単位の修得」といいます。「F」は不合格で，単位は与えられません。ただし，この区分によ

る成績認定が不可能な科目に関しては，P・NPの 2区分となります。 
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（3）成績評価が「F」であった者のうち，教養教育院統括部における部会又は小部会が科目ごとに定める

要件を満たす者は，再試験の対象となります。 

（4）毎学期の成績は，春学期分は 8月下旬（春 1期は 7月上旬），秋学期分は 2月中旬（秋 1期は 12月中

旬）に，Web（名古屋大学ポータル）の「修得科目確認（成績照会）」で確認してください。 

（5）「修得科目確認（成績照会）」には，学期ごとに授業科目名・担当教員名・成績・単位数が掲載されま

す。一度修得した授業科目の成績・単位は，これを取り消したり，以後の修得によって改変したりする

ことはできません。 

（6）「修得科目確認（成績照会）」により，全学教育科目の成績評価について疑義がある場合は，成績が発

表された日から原則 3日以内（成績発表日を含む）に，教養教育院事務室へ TACTから「成績評価照会

票」を提出してください。手続方法は，名古屋大学ポータルの「教養教育院」ページに掲載します。 

 

6. 既修得単位の認定 

他の大学を卒業又は退学し，新たに本学の 1年次に入学した場合は，入学前に修得した科目及び単位に

ついて，本学で修得した単位として認定することがあります。 

この認定は，個々の学生ごとに行われ，認定にかかる科目区分ごとの授業科目及び単位数は，各学部に

より異なりますのでそれぞれの所属学部の学生便覧を参照してください。 

既修得単位の認定の申し出は，入学手続後，所属学部の指示に従い，所定の手続きをしてください。 

なお，この申し出に際しては，次の書類が必要となりますので，あらかじめ手元に取り寄せ，速やかに

提出できるよう用意しておいてください。 

 

〔提出を要する書類〕 

① 入学前に単位を修得した大学の成績証明書及び卒業又は退学証明書 

② 卒業又は退学した大学の「授業要覧」等 

 

〔提出先〕 

所属学部の教務学生係（文系学部は文系教務課教務グループ，工学部は教務課教務係，医学部医学科

は学務課学務係） 
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Ⅷ  自然災害等に伴う授業及び学期末試験の取扱い  

 

 

台風等又は地震による災害が発生した場合，もしくは発生のおそれがあり警報等の情報が発表された場

合の全学教育科目の授業及び学期末試験（追試験及び再試験を含む。以降「授業等」という。）の対応は次

のとおりです。 

 

1. 名古屋市内に台風等を伴う暴風警報，あるいは各種特別警報が発表された場合 

台風等に伴い名古屋市に暴風警報，あるいは各種特別警報が発表された場合は，これらの警報発表後に

開始される授業等は休講となります。ただし，これらの警報が解除された場合の授業等の実施については，

別表のとおりです。 

 

別表〔暴風警報・各種特別警報解除後の授業の実施〕 

警報解除時刻 授業等開始時限 

6：45まで 

以後 11：00まで 

第 1限 

第 3限 

［注意事項等］ 

（1）暴風警報が発表された際，既に大学に登校している場合は，経路の安全を確認し，危険な状況

になる前に帰宅してください。 

（2）登校途中に暴風警報が発表された場合は，登校せず，帰宅してください。 

（3）ICTによる遠隔授業等は原則として休講になりません。この場合は講義のホームページや TACT

等で開講状況を確認してください。 

（4）随時更新される気象庁ウェブサイトを確認してください。 

 

2. 地震・火災が発生した場合 

授業等の最中に地震等が発生した時は，地震等の規模や周りの状況を冷静に判断し，まず身の安全を図っ

てください。その後，授業等を速やかに中断し，授業担当教員の指示に従って，指定された一次避難場所

へ避難してください。避難後は，大学（教養教育院）の指示に従ってください。 

 

3. 南海トラフ地震臨時情報が発表された場合 

この情報が発表された場合の対応は，国や地方自治体でも検討中ですが，授業の実施や帰宅などについ

ては大学の指示に従って行動し，あわせて各自で情報収集に努めて安全を確保してください。なお，対応

方針については今後追加・変更される可能性がありますので，注意してください。 

 

4. その他，災害が発生した場合，もしくは発生のおそれがある場合 

上記以外の場合において，授業等を実施することが困難であると判断されるときは,教養教育院におい

て休講措置等の情報を名古屋大学ポータル等により通知します。 

 

5. 代替措置 

上記により中止となった場合の授業等の代替措置実施期日は，名古屋大学ポータル等により通知します。 
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Ⅸ  学生への情報連絡の手段等  

 

 

学生のみなさんへの各種通知・連絡・案内などの連絡手段は次のとおりです。見落としのないよう確認

する習慣を身につけてください。 

 

【情報環境のセットアップ】 

 

名古屋大学が提供する情報サービスを利用するために，新入生のみなさんが実施しなくてはならない情

報環境のセットアップやオンライン研修があります。 

 

情報連携推進本部のサイトに，実施する必要のあるセットアップやオンライン研修がまとめられていま

すので，参照して，実施してください。 

 

https://icts.nagoya-u.ac.jp/ja/services/setup_info_for_new_members.html 

 

 

 

1. 名古屋大学ポータル（https://portal.nagoya-u.ac.jp/） 

履修登録・確認，成績確認，シラバス閲覧などを行うことができ，さらに教養教育院から各種お知らせ

をします。 

（1）教務システムの履修登録，履修確認，成績確認 

（2）シラバス閲覧 

（3）教養教育院からの各種通知（全学教育科目の履修関係，学期末試験，追試験，再試験，検定試験によ

る単位認定，その他重要なお知らせ等） 

 

名古屋大学ポータルをはじめとする学内の各種情報サービスの利用には，機構アカウント又は名古屋大

学 IDとパスワードが必要です。 

 

① トップ画面から名古屋大学ポータルにログイン 

（機構アカウント・パスワードの認証に加えて多要素認証が必要。詳細は情報連携推進本部ホーム

ページ(https://thersac.icts.thers.ac.jp/hc/ja/p/setup)を参照。） 
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② 「教養教育院」をクリックして，教養教育院からのお知らせ，学生メニュー等を確認する。 

「学務」→「履修・成績」をクリックして，履修登録，履修確認，成績確認，シラバス閲覧をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. TACT（https://tact.ac.thers.ac.jp/） 

個別の授業の案内は教育学習支援システム TACT 
*を中心に行います。 

*
 教育学習支援システム TACT（TOKAI Academic Combination Tools）は，インターネット上で授業運

営（授業の連絡，教材の閲覧，課題の指示，レポート提出など）を行うシステムです。 

 

3．機構メール 

機構メールは機構アカウントに割り当てられたメールです。機構アカウントのセットアップ後に利用す

ることができるようになります。 

※機構メールアドレス：tokai.taro.x9@s.mail.nagoya-u.ac.jp 

 

TACTからの通知や教養教育院事務室からの連絡は機構メールあてに届きます。パソコン・スマートフォ

ンに Outlook（Office365）をインストールして，日ごろメールの確認ができるようにしておいてください． 

 

4. 掲示板 

全学教育棟本館 1階服部ホール（学生ホール）の掲示板では，次の情報をお知らせします。 

（1）全学教育科目の履修に関すること 

（2）全学教育科目の緊急の休講・補講連絡 

（3）全学教育科目の講義室の変更 

（4）全学教育科目のレポート・試験に関すること 

（5）授業料免除・奨学金に関すること 

（6）その他全学教育科目・授業，教養教育院からの重要なお知らせ 
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5. 休講・補講の連絡 

休講・補講の連絡について，原則，各授業担当教員から，TACT講義サイトを通じてお知らせします。 

 

6. 名古屋大学教養教育院公式Ｘ 

この公式Ｘは教養教育院から情報発信を行うことを目的としています。質問に対しての返信等は行いま

せんので，質問などがある場合は，教養教育院事務室の窓口まで直接申し出てください。 

 

アカウント名：@NagoyaUniv_ilas  https://x.com/NagoyaUniv_ilas 

 

教養教育院の公式 Xでは，次の情報をお知らせしています。 

（1）全学教育科目に関する情報 

（2）自然災害に伴う授業及び学期末試験の取扱いに関する情報 

（3）主に学部 1，2年生が対象となる説明会などの案内情報 

（4）緊急時における情報 
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Ⅹ  学部・学科別授業科目区分ごとの履修基準一覧（2025年度入学生用）  

 

 

◎各学部の履修基準は，入学年度及び学科や専攻等により異なりますので，必ず所属学部の「学生便覧」

で確認してください。 
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

履修基準

英　語

初修外国語
次のうち一つの言語で10単位を修得すること。
ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイ
ン語，朝鮮・韓国語

日 本 語
※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに「日本
　語」を修得してもよい。

講　義

実　習

講　義

演　習 データ科学基礎演習Aを履修すること。

2

2

（2）進級要件単位数

科目区分 進級できない者の取扱い等

「大学での学び」基礎論

基礎セミナー

言語文化科目

健康・スポーツ科学科目

データ科学科目

アントレプレナーシップ科目

国際理解科目

現代教養科目

超学部セミナー

人文・社会系基礎科目

専門基礎科目

計

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

1.文学部の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 2

言語文化科目

10

人 文 ・ 社 会 系 基 礎 科 目 8

10

健康・スポーツ
科学科目

2

2

データ科学科目
1

1

国 際 理 解 科 目

4

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目 1

「現代教養科目（自然系）」又は「現代教養科目
（学際・融合系）」2単位を含む4単位を修得するこ
と。

現代教養科目（自然系）又は（学際・融合系）

超 学 部 セ ミ ナ ー

「専門基礎科目」2単位を含む，合計82単位以上を
修得すること。

関 連 専 門 科 目

専 門 基 礎 科 目

小　計 82

小　計 42

学
部
科
目

専 門 科 目

82

合　計 124

進級判定年次 必要単位数

2年次終了時

1

① 2年次に留める。
② 2年次までの在学年数は，通算6年までとする。
　（在学年限(8年) － 3～4年次の年数(2年)）
③ 言語文化科目2単位の不足者に限り，仮進級を
　認める。
④ ②の通算6年に達しても進級できない者につい
　ては除籍する。

2

20

4

2

2

6

2

40

1
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）言語文化科目については，同一科目であっても複数個が卒業要件単位として認められる科目もあります。 

ただし，履修上の制限がありますので，77 ページ以降に掲載してある〔履修に関する注意事項〕を確認の上，受講してく

ださい。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目10単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
随意科目であり，卒業要件及び進級要件単位としては認めら
れません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

英語（上級リーディング）1 1単位 Ⅲ期 必修科目 どちらかを複数履修することによっても卒業要件単位となり
ます。 英語（上級リーディング）2 1単位 Ⅳ期 必修科目 

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上 
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：1言語について，必修科目10単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】初級完成 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】中級1 2単位 Ⅲ期 必修科目 どちらかを複数履修することによっても卒業要件単位となり
ます。 【初修外国語】中級2 2単位 Ⅳ期 必修科目 

【初修外国語】中級 2単位 － 
－ 中級1，中級2として読み替えることができます。 

【初修外国語】上級 2単位 － 

【初修外国語】基礎 1 及び基礎 2 の単位を修得した段階で，異なる【初修外国語】の言語に変更を希望する場合は，変更

前と変更後の言語担当教員に相談してください。履修言語の変更が認められた場合は，変更後の言語の【初修外国語】基礎

1，基礎 2，初級完成を履修することにより，言語の変更前と変更後に履修した科目全体をもって，初修外国語の卒業要件及

び進級要件をすべて満たしたものと認められます。 

変更後のクラスは，学部指定オビ以外のクラスを受講してください。 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。  
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

履修基準

英　語

初修外国語
次のうち一つの言語で10単位を修得すること。
ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイ
ン語，朝鮮・韓国語

日 本 語
※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに「日本
　語」を修得してもよい。

講　義

実　習

講　義

演　習 データ科学基礎演習Aを履修すること。

2

（2）進級要件単位数

教育学部には，「進級制度」はありません。

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

2.教育学部の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 2

言語文化科目

10

人 文 ・ 社 会 系 基 礎 科 目 8

10

健康・スポーツ
科学科目

2

2

データ科学科目

1

1

国 際 理 解 科 目

4現代教養科目（自然系）又は（学際・融合系）

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目 1

「現代教養科目（自然系）」又は「現代教養科目
（学際・融合系）」2単位を含む4単位を修得するこ
と。

超 学 部 セ ミ ナ ー

「専門基礎科目」18単位を含む，合計84単位以上を
修得すること。

関 連 専 門 科 目

専 門 基 礎 科 目 18

小　計 84

合　計 126

小　計 42

学
部
科
目

専 門 科 目

66
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）言語文化科目については，同一科目であっても複数個が卒業要件単位として認められる科目もあります。 

ただし，履修上の制限がありますので，77 ページ以降に掲載してある〔履修に関する注意事項〕を確認の上，受講してく

ださい。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目10単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

英語（セミナー） 2単位 Ⅳ期 必修科目   

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上 
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：1言語について，必修科目10単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】初級完成 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】中級1 2単位 Ⅲ期 必修科目 どちらかを複数履修することによっても卒業要件単位となり
ます。 【初修外国語】中級2 2単位 Ⅳ期 必修科目 

【初修外国語】中級 2単位 － 
－ 中級1，中級2として読み替えることができます。 

【初修外国語】上級 2単位 － 

【初修外国語】基礎 1 及び基礎 2 の単位を修得した段階で，異なる【初修外国語】の言語に変更を希望する場合は，変更

前と変更後の言語担当教員に相談してください。履修言語の変更が認められた場合は，変更後の言語の【初修外国語】基礎

1，基礎 2，初級完成を履修することにより，言語の変更前と変更後に履修した科目全体をもって，初修外国語の卒業要件を

すべて満たしたものと認められます。 

変更後のクラスは，学部指定オビ以外のクラスを受講してください。 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。  
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

データ科学科目 講　義

英　語 10

初修外国語 10

日 本 語 10

講　義

実　習

データ科学科目 演　習
データ科学基礎演習Aを履
修すること。

2

（2）進級要件単位数

法学部には，「進級制度」はありません。

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

合　計 125

現代教養科目（自然系）又は（学際・融合系）

超 学 部 セ ミ ナ ー

小　計 41～43

学
部
科
目

専 門 科 目

82～84

関 連 専 門 科 目

【一般学生】
英語10単位以上及び初修外国語（ドイツ語，フラン
ス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国
語）10単位以上を含む合計20-22単位を修得するこ
と。
【外国人留学生】
日本語10単位以上及び英語又は初修外国語10単位以
上を含む合計20-22単位を修得すること。

国 際 理 解 科 目

科目区分 必要単位数

関連専門科目で必要単位に含めることができるのは
合計20単位までである。

28

日本国憲法，法学，政治学は必要単位に含めること
ができないので注意すること。

言語文化科目

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目

3.法学部の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

健康・スポーツ
科学科目

「現代教養科目（自然
系）」又は「現代教養
科目（学際・融合系）」
2単位以上を含む合計
6-8単位取得すること。

履修基準

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論

13～15

基 礎 セ ミ ナ ー

人 文 ・ 社 会 系 基 礎 科 目

専 門 基 礎 科 目
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）言語文化科目については，同一科目であっても複数個が卒業要件単位として認められる科目もあります。 

ただし，履修上の制限がありますので，77 ページ以降に掲載してある〔履修に関する注意事項〕を確認の上，受講してく

ださい。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目10単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

英語（セミナー） 2単位 Ⅳ期 必修科目  

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上 
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：1言語について，必修科目10単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】初級完成 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】中級1 2単位 Ⅲ期 必修科目 どちらかを複数履修することによっても卒業要件単位となり
ます。 【初修外国語】中級2 2単位 Ⅳ期 必修科目 

【初修外国語】中級 2単位 － 
－ 中級1，中級2として読み替えることができます。 

【初修外国語】上級 2単位 － 

【初修外国語】基礎 1 及び基礎 2 の単位を修得した段階で，異なる【初修外国語】の言語に変更を希望する場合は，変更

前と変更後の言語担当教員に相談してください。履修言語の変更が認められた場合は，変更後の言語の【初修外国語】基礎

1，基礎 2，初級完成を履修することにより，言語の変更前と変更後に履修した科目全体をもって，初修外国語の卒業要件を

すべて満たしたものと認められます。 

変更後のクラスは，学部指定オビ以外のクラスを受講してください。 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）外国人留学生 

日本語で必修科目10単位以上，及び英語又は初修外国語10単位以上を含む合計20単位以上が必要です。 
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

履修基準

英　語

初修外国語

日 本 語

講　義

実　習

講　義

演　習 データ科学基礎演習Aを履修すること。

2

32～

0～

（2）進級要件単位数

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

小　計 41

専門科目（必修）の「卒論研究」を履修するためには，卒論研究に入る学年の始めの時点で，全学教育科目の卒業要
件単位41単位のうちから28単位以上，専門系科目のうちから演習Ⅰ，演習Ⅱ各2単位を含めて56単位以上，計84単位
以上を修得していなければなりません。

合　計 125

学
部
科
目

専 門 科 目

56

関 連 専 門 科 目

専 門 基 礎 科 目 28

小　計 84

国 際 理 解 科 目

4

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目 1

人 文 ・ 社 会 系 基 礎 科 目 8

健康・スポーツ
科学科目

2

2

データ科学科目

1

1

4.経済学部の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 2

言語文化科目

10

イ　国際理解科目，現代教養科目（自然系及び学
　際・融合系）及び超学部セミナーから合計4単位
　以上修得すること。
ロ　現代教養科目（自然系及び学際・融合系）から
　2単位以上修得すること。

現代教養科目（自然系）及び（学際・融合系）

超 学 部 セ ミ ナ ー

【一般学生】
英語10単位以上，及び初修外国語で「多言語修得基
礎」と一つの言語（ドイツ語，フランス語，ロシア
語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語）で9単
位，合計19単位を修得すること。
【外国人留学生】
日本語10単位，及び英語又は初修外国語のうち1つ
の言語（母国語以外の言語） で9単位以上，合計19
単位以上を修得すること。

9

10
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）言語文化科目については，同一科目であっても複数個が卒業要件単位として認められる科目もあります。 

ただし，履修上の制限がありますので，77 ページ以降に掲載してある〔履修に関する注意事項〕を確認の上，受講してく

ださい。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目10単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

英語（セミナー） 2単位 Ⅳ期 必修科目  

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上 
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：多言語修得基礎及び1言語について，必修科目9単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

多言語修得基礎 1単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】初級完成 2単位 Ⅲ期 必修科目   

【初修外国語】中級 2単位 Ⅳ期 必修科目   

【初修外国語】中級1 2単位 － 

－ 中級として読み替えることができます。 【初修外国語】中級2 2単位 － 

【初修外国語】上級 2単位 － 

【初修外国語】基礎 1 及び基礎 2 の単位を修得した段階で，異なる【初修外国語】の言語に変更を希望する場合は，変更

前と変更後の言語担当教員に相談してください。履修言語の変更が認められた場合は，変更後の言語の【初修外国語】基礎

1，基礎2を履修することにより，言語の変更前と変更後に履修した科目全体をもって，初修外国語の卒業要件及び進級要件

をすべて満たしたものと認められます。 

変更後のクラスは，学部指定オビ以外のクラスを受講してください。 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）外国人留学生 

日本語で必修科目10単位，英語又は初修外国語で必修科目9単位が必要です。英語を選択した場合，卒業要件は9単位以

上ですが，必修科目はすべて2単位であるため，実質10単位取得する必要があります。  
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

履修基準

英　語

初修外国語

多言語修得基礎と次のうち一つの言語で合計5単位
を修得すること。
ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイ
ン語，朝鮮・韓国語

日 本 語
※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに「日本
　語」を修得してもよい。

講　義

実　習

講　義

演　習
随意科目としてデータ科学基礎演習Bを履修するこ
とができる。

アントレプレナーシップ初歩を修得すること。

① 微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数学Ⅰ・Ⅱ，計8単位
　を修得すること。
② ｢物理学基礎Ⅰ・Ⅱ，物理学実験｣，｢化学基礎
　Ⅰ・Ⅱ，化学実験｣，｢生物学基礎Ⅰ・Ⅱ，生物学
　実験｣，｢地球科学基礎Ⅰ・Ⅱ，地球科学実験｣の
　うちから1組3科目，計6単位を修得すること。
③ 上記②のうち，修得した組み合わせ以外の同一
　科目「基礎Ⅰ・Ⅱ」を1組とし，1組2科目，計4単
　位以上を修得すること。

42～

2～10

30～34

（2）進級要件単位数

情報学部には，「進級制度」はありません。

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

5.情報学部：自然情報学科の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 2

言語文化科目

8

自 然 系 基 礎 科 目 18

5

健康・スポーツ
科学科目

2

データ科学科目

1

0

国 際 理 解 科 目

4
国際理解科目，現代教養科目（人文・社会系及び学
際・融合系）及び超学部セミナーから合計4単位以
上修得すること。

現代教養科目（人文・社会系）及び（学際・融合系）

超 学 部 セ ミ ナ ー

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目 1

学部科目の詳細は，情報学部学生便覧で確認するこ
と。

関 連 専 門 科 目

専 門 基 礎 科 目

小　計 87

合　計 129

小　計 42

学
部
科
目

専 門 科 目

87
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）自然系基礎科目については，開講対象学部等以外の科目を履修し試験に合格しても，卒業要件単位として認められないこ

とがありますので，109ページ以降に掲載してある〔授業科目表〕及び〔履修に関する注意事項〕を確認の上，受講してくだ

さい。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目8単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目  卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上  
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：多言語修得基礎及び1言語について，必修科目5単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

多言語修得基礎 1単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】初級完成 2単位 － 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
【初修外国語】中級 2単位 － 

【初修外国語】中級1 2単位 － 

【初修外国語】上級 2単位 － 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。その場合，「日本語」としての卒業要

件は5単位以上ですが，必修科目はすべて2単位であるため，実質6単位取得する必要があります。  
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

履修基準

英　語

初修外国語
次のうち一つの言語で10単位を修得すること。
ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイ
ン語，朝鮮・韓国語

日 本 語
※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに「日本
　語」を修得してもよい。

講　義

実　習

講　義

演　習
随意科目としてデータ科学基礎演習Aを履修するこ
とができる。

アントレプレナーシップ初歩を修得すること。

微分積分学Ⅰ又は線形代数学Ⅰを2単位以上修得す
ること。

42～

2～10

30～34

（2）進級要件単位数

情報学部には，「進級制度」はありません。

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

6.情報学部：人間・社会情報学科の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 2

言語文化科目

8

人 文 ・ 社 会 系 基 礎 科 目 10

10

健康・スポーツ
科学科目

2

データ科学科目

1

0

国 際 理 解 科 目

4
国際理解科目，現代教養科目（自然系及び学際・融
合系）及び超学部セミナーから合計4単位以上修得
すること。

現代教養科目（自然系）及び（学際・融合系）

超 学 部 セ ミ ナ ー

1ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目

合　計 129

自 然 系 基 礎 科 目 2

小　計 41

学
部
科
目

専 門 科 目

88
学部科目の詳細は，情報学部学生便覧で確認するこ
と。

関 連 専 門 科 目

専 門 基 礎 科 目

小　計 88
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）言語文化科目については，同一科目であっても複数個が卒業要件単位として認められる科目もあります。 

ただし，履修上の制限がありますので，77 ページ以降に掲載してある〔履修に関する注意事項〕を確認の上，受講してく

ださい。 

（3）自然系基礎科目については，開講対象学部等以外の科目を履修し試験に合格しても，卒業要件単位として認められないこ

とがありますので，109ページ以降に掲載してある〔授業科目表〕及び〔履修に関する注意事項〕を確認の上，受講してくだ

さい。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目8単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目  卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上  
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：1言語について，必修科目10単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】初級完成 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】中級1 2単位 Ⅲ期 必修科目   
  【初修外国語】中級2 2単位 Ⅳ期 必修科目 

【初修外国語】中級 2単位 － 
－ 中級1，中級2として読み替えることができます。 

【初修外国語】上級 2単位 － 

【初修外国語】基礎 1 及び基礎 2 の単位を修得した段階で，異なる【初修外国語】の言語に変更を希望する場合は，変更

前と変更後の言語担当教員に相談してください。履修言語の変更が認められた場合は，変更後の言語の【初修外国語】基礎

1，基礎 2，初級完成を履修することにより，言語の変更前と変更後に履修した科目全体をもって，初修外国語の卒業要件を

すべて満たしたものと認められます。 

変更後のクラスは，学部指定オビ以外のクラスを受講してください。 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。  
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

履修基準

英　語

初修外国語

多言語修得基礎と次のうち一つの言語で合計5単位
を修得すること。
ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイ
ン語，朝鮮・韓国語

日 本 語
※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに「日本
　語」を修得してもよい。

講　義

実　習

講　義

演　習
随意科目としてデータ科学基礎演習Bを履修するこ
とができる。

アントレプレナーシップ初歩を修得すること。

① 微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数学Ⅰ・Ⅱ，物理学
　基礎Ⅰ・Ⅱ，物理学実験を含む計14単位を修得す
　ること。
② 「化学基礎Ⅰ，化学基礎Ⅱ」，「生物学基礎
　Ⅰ，生物学基礎Ⅱ」及び｢地球科学基礎Ⅰ，地球
　科学基礎Ⅱ｣のうちから1組2科目，計4単位を修得
　すること。

42～

2～10

30～34

（2）進級要件単位数

情報学部には，「進級制度」はありません。

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

7.情報学部：コンピュータ科学科の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 2

言語文化科目

8

自 然 系 基 礎 科 目 18

5

健康・スポーツ
科学科目

2

データ科学科目

1

0

国 際 理 解 科 目

4
国際理解科目，現代教養科目（人文・社会系及び学
際・融合系）及び超学部セミナーから合計4単位以
上修得すること。

現代教養科目（人文・社会系）及び（学際・融合系）

超 学 部 セ ミ ナ ー

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目 1

学部科目の詳細は，情報学部学生便覧で確認するこ
と。

関 連 専 門 科 目

専 門 基 礎 科 目

小　計 87

合　計 129

小　計 42

学
部
科
目

専 門 科 目

87
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）自然系基礎科目については，開講対象学部等以外の科目を履修し試験に合格しても，卒業要件単位として認められないこ

とがありますので，109ページ以降に掲載してある〔授業科目表〕及び〔履修に関する注意事項〕を確認の上，受講してくだ

さい。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目8単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目  卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上  
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：多言語修得基礎及び1言語について，必修科目5単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

多言語修得基礎 1単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】初級完成 2単位 － 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
【初修外国語】中級 2単位 － 

【初修外国語】中級1 2単位 － 

【初修外国語】上級 2単位 － 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。その場合，「日本語」としての卒業要

件は5単位以上ですが，必修科目はすべて2単位であるため，実質6単位取得する必要があります。  
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

履修基準

英　語

初修外国語 多言語修得基礎を履修すること。

日 本 語
※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに「日本
　語」を修得してもよい。その場合，日本語文章表
　現法を履修すること。

講　義

実　習

講　義

演　習 データ科学基礎演習Bを履修すること。

2

・微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数学Ⅰ・Ⅱ，複素関数
　論の合計10単位修得すること。
・以下の科目から4単位以上修得すること。
　電磁気学Ⅰ・Ⅱ，物理学基礎Ⅰ・Ⅱ，物理学実
　験，化学基礎Ⅰ・Ⅱ，化学実験，生物学基礎Ⅰ・
　Ⅱ，生物学実験，地球科学基礎Ⅰ・Ⅱ，地球科学
　実験

詳細は理学部学生便覧を確認すること。

詳細は理学部学生便覧を確認すること。

（2）進級要件単位数

進級できない者の取扱い等

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

「現代教養科目（人文・社会系）」及び「現代教養
科目（学際・融合系）」2単位を含む4単位を修得す
ること。

超 学 部 セ ミ ナ ー

小　計 37

① 1年次に留める。
② 1年次の在学年数は，通算5年までとする。
　（在学年限(8年) － 2～4年次の年数(3年)）
③ ②の通算5年に達しても進級できない者につい
　ては除籍する。

96

合　計 133

進級判定年次 科目区分及び必要単位数

1年次終了時

　1年次終了時において，20単位以上修得
していること。
　ただし，随意科目及び教職科目（「教
育の基礎的理解に関する科目」）は20単
位には含まれない。

学
部
科
目

専 門 科 目 80～72

関 連 専 門 科 目 0

専 門 基 礎 科 目 16～24

小　計

データ科学科目

1

1

国 際 理 解 科 目

4現代教養科目（人文・社会系）及び（学際・融合系）

1ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目

8.理学部：数理学科の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 2

言語文化科目

8

自 然 系 基 礎 科 目 14

1

健康・スポーツ
科学科目

2

2
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）自然系基礎科目については，理学部対象以外の科目を履修し試験に合格しても，卒業要件単位として認められません。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目8単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目  卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上  
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：必修科目1単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

多言語修得基礎 1単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅱ期 
選択科目  

卒業必要単位は多言語修得基礎の1単位ですが，進級要件単位
として扱います。  【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅱ期 

【初修外国語】初級完成 2単位 － 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
【初修外国語】中級 2単位 － 

【初修外国語】中級1 2単位 － 

【初修外国語】上級 2単位 － 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。その場合，「日本語」としての卒業要

件は1単位以上ですが，必修科目が2単位であるため，実質2単位取得する必要があります。  
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

履修基準

英　語

初修外国語 多言語修得基礎を履修すること。

日 本 語
※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに「日本
　語」を修得してもよい。その場合，日本語文章表
　現法を履修すること。

講　義

実　習

講　義

演　習 データ科学基礎演習Bを履修すること。

2

・物理学基礎Ⅰ，電磁気学Ⅰ・Ⅱの合計6単位を修
　得すること。
・以下の科目から合計16単位以上を修得すること。
　微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数学Ⅰ・Ⅱ，複素関数
　論，物理学実験，化学基礎Ⅰ・Ⅱ，化学実験，生
　物学基礎Ⅰ・Ⅱ，生物学実験，地球科学基礎Ⅰ・
　Ⅱ，地球科学実験
　ただし，微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数学Ⅰ・Ⅱ，
　複素関数論のうちから合計6単位以上を修得する
　こと。

詳細は理学部学生便覧を確認すること。

詳細は理学部学生便覧を確認すること。

（2）進級要件単位数

進級できない者の取扱い等

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

「現代教養科目（人文・社会系）」及び「現代教養
科目（学際・融合系）」2単位を含む4単位を修得す
ること。

超 学 部 セ ミ ナ ー

小　計 45

① 1年次に留める。
② 1年次の在学年数は，通算5年までとする。
　（在学年限(8年) － 2～4年次の年数(3年)）
③ ②の通算5年に達しても進級できない者につい
　ては除籍する。

83

合　計 128

進級判定年次 科目区分及び必要単位数

1年次終了時

　1年次終了時において，20単位以上修得
していること。
　ただし，随意科目及び教職科目（「教
育の基礎的理解に関する科目」）は20単
位には含まれない。

学
部
科
目

専 門 科 目 64～55

関 連 専 門 科 目 0

専 門 基 礎 科 目 19～28

小　計

データ科学科目
1

1

国 際 理 解 科 目

4現代教養科目（人文・社会系）及び（学際・融合系）

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目 1

9.理学部：物理学科の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 2

言語文化科目

8

自 然 系 基 礎 科 目 22

1

健康・スポーツ
科学科目

2

2

46



〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）自然系基礎科目については，理学部対象以外の科目を履修し試験に合格しても，卒業要件単位として認められません。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目8単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目  卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上  
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：必修科目1単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

多言語修得基礎 1単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅱ期 
選択科目 

卒業必要単位は多言語修得基礎の1単位ですが，進級要件単位
として扱います。 【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅱ期 

【初修外国語】初級完成 2単位 － 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
【初修外国語】中級 2単位 － 

【初修外国語】中級1 2単位 － 

【初修外国語】上級 2単位 － 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。その場合，「日本語」としての卒業要

件は1単位以上ですが，必修科目が2単位であるため，実質2単位取得する必要があります。  

47



(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

履修基準

英　語

初修外国語 多言語修得基礎を履修すること。

日 本 語
※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに「日本
　語」を修得してもよい。その場合，日本語文章表
　現法を履修すること。

講　義

実　習

講　義

演　習 データ科学基礎演習Bを履修すること。

2

・微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数学Ⅰ・Ⅱ，複素関数
　論のうちから合計8単位以上を修得すること。
・以下の科目から12単位以上修得すること。
　電磁気学Ⅰ・Ⅱ，物理学基礎Ⅰ・Ⅱ，物理学実
　験，化学基礎Ⅰ・Ⅱ，化学実験，生物学基礎Ⅰ・
　Ⅱ，生物学実験，地球科学基礎Ⅰ・Ⅱ，地球科学
　実験

詳細は理学部学生便覧を確認すること。

詳細は理学部学生便覧を確認すること。

（2）進級要件単位数

進級できない者の取扱い等

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

「現代教養科目（人文・社会系）」及び「現代教養
科目（学際・融合系）」2単位を含む4単位を修得す
ること。

超 学 部 セ ミ ナ ー

小　計 43

① 1年次に留める。
② 1年次の在学年数は，通算5年までとする。
　（在学年限(8年) － 2～4年次の年数(3年)）
③ ②の通算5年に達しても進級できない者につい
　ては除籍する。

84

合　計 127

進級判定年次 科目区分及び必要単位数

1年次終了時

　1年次終了時において，20単位以上修得
していること。
　ただし，随意科目及び教職科目（「教
育の基礎的理解に関する科目」）は20単
位には含まれない。

学
部
科
目

専 門 科 目 50～47

関 連 専 門 科 目 0

専 門 基 礎 科 目 34～37

小　計

データ科学科目

1

1

国 際 理 解 科 目

4現代教養科目（人文・社会系）及び（学際・融合系）

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目 1

10.理学部：化学科の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 2

言語文化科目

8

自 然 系 基 礎 科 目 20

1

健康・スポーツ
科学科目

2

2
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）自然系基礎科目については，理学部対象以外の科目を履修し試験に合格しても，卒業要件単位として認められません。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目8単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目  卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上  
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：必修科目1単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

多言語修得基礎 1単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅱ期 
選択科目 

卒業必要単位は多言語修得基礎の1単位ですが，進級要件単位
として扱います。 【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅱ期 

【初修外国語】初級完成 2単位 － 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
【初修外国語】中級 2単位 － 

【初修外国語】中級1 2単位 － 

【初修外国語】上級 2単位 － 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。その場合，「日本語」としての卒業要

件は1単位以上ですが，必修科目が2単位であるため，実質2単位取得する必要があります。  
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

履修基準

英　語

初修外国語 多言語修得基礎を履修すること。

日 本 語
※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに「日本
　語」を修得してもよい。その場合，日本語文章表
　現法を履修すること。

講　義

実　習

講　義

演　習 データ科学基礎演習Bを履修すること。

2

・以下の科目から16単位以上修得すること。
　微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数学Ⅰ・Ⅱ，複素関数
　論，電磁気学Ⅰ・Ⅱ，物理学基礎Ⅰ・Ⅱ，物理学
　実験，化学基礎Ⅰ・Ⅱ，化学実験，生物学基礎
　Ⅰ・Ⅱ，生物学実験，地球科学基礎Ⅰ・Ⅱ，地球
　科学実験

詳細は理学部学生便覧を確認すること。

詳細は理学部学生便覧を確認すること。

（2）進級要件単位数

進級できない者の取扱い等

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

「現代教養科目（人文・社会系）」及び「現代教養
科目（学際・融合系）」2単位を含む4単位を修得す
ること。

超 学 部 セ ミ ナ ー

小　計 39

① 1年次に留める。
② 1年次の在学年数は，通算5年までとする。
　（在学年限(8年) － 2～4年次の年数(3年)）
③ ②の通算5年に達しても進級できない者につい
　ては除籍する。

86

合　計 125

進級判定年次 科目区分及び必要単位数

1年次終了時

　1年次終了時において，20単位以上修得
していること。
　ただし，随意科目及び教職科目（「教
育の基礎的理解に関する科目」）は20単
位には含まれない。

学
部
科
目

専 門 科 目 68～61

関 連 専 門 科 目 0

専 門 基 礎 科 目 18～25

小　計

データ科学科目

1

1

国 際 理 解 科 目

4現代教養科目（人文・社会系）及び（学際・融合系）

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目 1

11.理学部：生命理学科の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 2

言語文化科目

8

自 然 系 基 礎 科 目 16

1

健康・スポーツ
科学科目

2

2
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）自然系基礎科目については，理学部対象以外の科目を履修し試験に合格しても，卒業要件単位として認められません。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目8単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目  卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上  
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：必修科目1単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

多言語修得基礎 1単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅱ期 
選択科目 

卒業必要単位は多言語修得基礎の1単位ですが，進級要件単位
として扱います。 【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅱ期 

【初修外国語】初級完成 2単位 － 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
【初修外国語】中級 2単位 － 

【初修外国語】中級1 2単位 － 

【初修外国語】上級 2単位 － 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。その場合，「日本語」としての卒業要

件は1単位以上ですが，必修科目が2単位であるため，実質2単位取得する必要があります。  
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

履修基準

英　語

初修外国語 多言語修得基礎を履修すること。

日 本 語
※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに「日本
　語」を修得してもよい。その場合，日本語文章表
　現法を履修すること。

講　義

実　習

講　義

演　習 データ科学基礎演習Bを履修すること。

2

・以下の科目から合計18単位以上修得すること。
　微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数学Ⅰ・Ⅱ，複素関数
　論，電磁気学Ⅰ・Ⅱ，物理学基礎Ⅰ・Ⅱ，物理学
　実験，化学基礎Ⅰ・Ⅱ，化学実験，生物学基礎
　Ⅰ・Ⅱ，生物学実験，地球科学基礎Ⅰ・Ⅱ，地球
　科学実験

詳細は理学部学生便覧を確認すること。

詳細は理学部学生便覧を確認すること。

（2）進級要件単位数

進級できない者の取扱い等

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

「現代教養科目（人文・社会系）」及び「現代教養
科目（学際・融合系）」2単位を含む4単位を修得す
ること。

超 学 部 セ ミ ナ ー

小　計 41

① 1年次に留める。
② 1年次の在学年数は，通算5年までとする。
　（在学年限(8年) － 2～4年次の年数(3年)）
③ ②の通算5年に達しても進級できない者につい
　ては除籍する。

88

合　計 129

進級判定年次 科目区分及び必要単位数

1年次終了時

　1年次終了時において，20単位以上修得
していること。
　ただし，随意科目及び教職科目（「教
育の基礎的理解に関する科目」）は20単
位には含まれない。

学
部
科
目

専 門 科 目 68～45

関 連 専 門 科 目 0

専 門 基 礎 科 目 20～43

小　計

データ科学科目

1

1

国 際 理 解 科 目

4現代教養科目（人文・社会系）及び（学際・融合系）

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目 1

12.理学部：地球惑星科学科の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 2

言語文化科目

8

自 然 系 基 礎 科 目 18

1

健康・スポーツ
科学科目

2

2
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）自然系基礎科目については，理学部対象以外の科目を履修し試験に合格しても，卒業要件単位として認められません。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目8単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目  卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上  
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：必修科目1単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

多言語修得基礎 1単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅱ期 
選択科目 

卒業必要単位は多言語修得基礎の1単位ですが，進級要件単位
として扱います。 【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅱ期 

【初修外国語】初級完成 2単位 － 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
【初修外国語】中級 2単位 － 

【初修外国語】中級1 2単位 － 

【初修外国語】上級 2単位 － 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。その場合，「日本語」としての卒業要

件は1単位以上ですが，必修科目が2単位であるため，実質2単位取得する必要があります。  
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

履修基準

基礎セミナーA，基礎セミナーBを履修すること。

英　語

初修外国語

日 本 語
※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに「日本
　語」を修得してもよい。

講　義

実　習

講　義

演　習 データ科学基礎演習Bを履修すること。

アントレプレナーシップ初歩を履修すること。

・数学通論Ⅰ・Ⅱ，物理学基礎Ⅰ・Ⅱ，化学基礎
　Ⅰ・Ⅱ[各2単位]のうちから6単位，うち化学基礎
　Ⅰ・Ⅱのいずれかは必修
・生物学基礎Ⅰ[2単位]
・物理学実験及び化学実験[各2単位]のうちから
　2単位以上を含む計10単位以上を必要とする。

（2）進級要件単位数

進級できない者の取扱い等（編入学者を除く）

① 2年次に留める。
② 2年次までの在学年数は，通算8年までとする。
　（在学年限(12年) － 3～6年次の年数(4年)）
③ ②の通算8年に達しても進級できない者について
　は除籍する。

① 3年次に留める。
② 3年次までの在学年数は，通算9年までとする。
　（在学年限(12年) － 4～6年次の年数(3年)）
③ ②の通算9年に達しても進級できない者について
　は除籍する。

① 4年次に留める。
② 4年次までの在学年数は，通算10年までとする。
　（在学年限(12年) － 5～6年次の年数(2年)）
③ ②の通算10年に達しても進級できない者について
　は除籍する。

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

13.医学部：医学科の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 4

言語文化科目

6

5

健康・スポーツ
科学科目

2

2

データ科学科目
1

1

国 際 理 解 科 目 ・「国際理解科目」，「現代教養科目（人文・社会
　系，自然系及び学際・融合系）」及び「超学部セ
　ミナー」のうちから10単位を修得すること。ただ
　し，「現代教養科目（自然系）」は2単位を限度
　とする。
・Ⅴ期およびⅦ期において，各期2単位以上の修得
　を推奨する。

現代教養科目（人文・社会系）

現 代 教 養 科 目 （ 自 然 系 ）

現代教養科目（学際・融合系）

超 学 部 セ ミ ナ ー

10

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目 1

自 然 系 基 礎 科 目 10

小　計 43

学
部
科
目

専 門 科 目 166

関 連 専 門 科 目 0

専 門 基 礎 科 目 0

小　計 166

209

4年次終了時

2年次終了時

3年次終了時

進級判定年次 科目区分及び必要単位数

合　計

　2年次終了時において，『全学教育科目』
30単位以上を修得し，『専門科目』の2年次
までに開講される所定の全科目について履修
認定を受けていること。

　3年次終了時において，『専門科目』の3年
次までに開講されている所定の科目を全て修
得していること。ただし，所定の科目のうち
1科目が不足している者に限っては，進級を
認めるものとするが，この場合，全ての科目
において履修認定を受けていることを必要と
する。

　4年次終了時において，共用試験（CBT及び
臨床実習前OSCE）に合格し，4年次までに開
講されている全ての『専門科目』について履
修認定を受けて，さらにその科目のうち，
PBLチュートリアル及び臨床医学総論の単位
を修得していること。
　なお，1科目が不足した状態で4年次へ進級
した者は，上記条件に加え，不足していた1
科目の単位を修得していることが望ましい。
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）自然系基礎科目については，開講対象学部等以外の科目を履修し試験に合格しても，卒業要件単位として認められないこ

とがありますので，109ページ以降に掲載してある〔授業科目表〕及び〔履修に関する注意事項〕を確認の上，受講してくだ

さい。 

特に「数学通論Ⅰ・Ⅱ」と「生物学基礎Ⅰ」は，開講対象学部が医学部医学科向けの科目のみ卒業要件単位として認めら

れます。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目6単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 随意科目 
プレイスメント・テストにおいてBコースとなった学生は履修
を強く推奨します。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

英語（セミナー） 2単位 Ⅳ期 

随意科目  卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

特別英語セミナー（A類） 2単位 
3年次 

以上  
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：多言語修得基礎及び1言語について，必修科目5単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

多言語修得基礎 1単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】初級完成 2単位 － 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
【初修外国語】中級 2単位 － 

【初修外国語】中級1 2単位 － 

【初修外国語】上級 2単位 － 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。その場合，「日本語」としての卒業要

件は5単位以上ですが，必修科目がすべて2単位であるため，実質6単位取得する必要があります。  
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

2

理学療法学
専攻

作業療法学
専攻

専 門 科 目 69 71

関連専門科目 0 0

専門基礎科目 18 22

小　計 87 93

124 130

（2）進級要件単位数

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

医学部保健学科には，「進級制度」はありません。
ただし，3年次秋学期以降または4年次春学期以降の臨床（臨地）実習等を履修するためには，各専攻が定める履修条
件を満たしていなければなりません。

検査技術
科学専攻

学
部
科
目

76～78

0

21～23

99

135

98

看護学専攻

128

91

23

必要単位数

小　計

科目区分

合　計 136

自 然 系 基 礎 科 目

超 学 部 セ ミ ナ ー

 現代教養科目（人文・社会系）及び（学際・融合系）

国 際 理 解 科 目

33

0

65

放射線技術
科学専攻

0

68

基 礎 セ ミ ナ ー

14.医学部：保健学科の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

全
学
教
育
科
目

英　語

初修外国語

日 本 語

講　義

実　習

講　義

演　習

10

37

2

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論

2

2

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目

データ科学科目

健康・スポーツ
科学科目

言語文化科目

1

1

1

履修基準

データ科学基礎演習A又はデータ科学基礎演習B
を履修すること。

※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに
　「日本語」を修得してもよい。

多言語修得基礎と次のうち一つの言語で合計5単
位を修得すること。
ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，ス
ペイン語，朝鮮・韓国語

「現代教養科目（人文・社会系）」及び「現代
教養科目（学際・融合系）」2単位を含む4単位
を修得すること。

数学通論Ⅰ・Ⅱ，物理学基礎Ⅰ・Ⅱ，化学基礎
Ⅰ・Ⅱ，生物学基礎Ⅰ・Ⅱ，生物学実験のうち
から10単位以上修得すること。

8

5

4

1
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）自然系基礎科目については，開講対象学部等以外の科目を履修し試験に合格しても，卒業要件単位として認められないこ

とがありますので，109ページ以降に掲載してある〔授業科目表〕及び〔履修に関する注意事項〕を確認の上，受講してくだ

さい。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目8単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目  卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上  
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：多言語修得基礎及び1言語について，必修科目5単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

多言語修得基礎 1単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】初級完成 2単位 － 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
【初修外国語】中級 2単位 － 

【初修外国語】中級1 2単位 － 

【初修外国語】上級 2単位 － 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。その場合，「日本語」としての卒業要

件は5単位以上ですが，必修科目がすべて2単位であるため，実質6単位取得する必要があります。  
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

履修基準

英　語

初修外国語

多言語修得基礎と次のうち一つの言語で合計5単位
を修得すること。
ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイ
ン語，朝鮮・韓国語

日 本 語
※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに「日本
　語」（6単位）を修得してもよい。

講　義

実　習

講　義

演　習 データ科学基礎演習Bを履修すること。

アントレプレナーシップ初歩を履修すること。

2

数　学：微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数学Ⅰ・Ⅱ，
　　　　複素関数論から合計8単位以上を修得する
　　　　こと。
物理学：力学Ⅰ・Ⅱ，電磁気学Ⅰ，物理学実験の
　　　　合計8単位を修得すること。
化　学：化学基礎Ⅰ・Ⅱ，化学実験の合計6単位を
　　　　修得すること。

（2）進級要件単位数

進級できない者の取扱い等

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

15.工学部：化学生命工学科の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 2

言語文化科目

8

自 然 系 基 礎 科 目 22

5

健康・スポーツ
科学科目

2

データ科学科目
1

1

国 際 理 解 科 目

4
「現代教養科目（人文・社会系）」及び「現代教養
科目（学際・融合系）」2単位を含む4単位を修得す
ること。

現代教養科目（人文・社会系）及び（学際・融合系）

超 学 部 セ ミ ナ ー

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目 1

関 連 専 門 科 目 3

専 門 基 礎 科 目 46

小　計 47

学
部
科
目

専 門 科 目 38

2年次終了時

① 「言語文化科目」として英語及び初修
　外国語(多言語修得基礎及びドイツ語，
　フランス語，ロシア語，中国語，スペ
　イン語，朝鮮・韓国語のうちから1外国
　語（外国人留学生は日本語でもよい）)
　から11単位以上を修得していること。
② 自然系基礎科目は，上記の卒業に必要
　な科目のうちから物理学実験2単位を含
　む18単位以上を修得していること。
③ ①及び②を含め，全学教育科目で40単
　位以上修得していること。

① 2年次に留める。
② 2年次までの在学年数は，通算6年までとする。
　（在学年限(8年) － 3～4年次の年数(2年)）
③ ②の通算6年に達しても進級できない者につい
　ては除籍する。

小　計 87

合　計 134

進級判定年次 科目区分及び必要単位数
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）自然系基礎科目については，開講対象学部等以外の科目を履修し試験に合格しても，卒業要件単位として認められないこ

とがありますので，109ページ以降に掲載してある〔授業科目表〕及び〔履修に関する注意事項〕を確認の上，受講してくだ

さい。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目8単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目  卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上  
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：多言語修得基礎及び1言語について，必修科目5単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

多言語修得基礎 1単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】初級完成 2単位 － 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
【初修外国語】中級 2単位 － 

【初修外国語】中級1 2単位 － 

【初修外国語】上級 2単位 － 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。その場合，「日本語」としての卒業要

件は5単位以上ですが，必修科目がすべて2単位であるため，実質6単位取得する必要があります。  
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

履修基準

英　語

初修外国語

多言語修得基礎と次のうち一つの言語で合計5単位
を修得すること。
ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイ
ン語，朝鮮・韓国語

日 本 語
※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに「日本
　語」（6単位）を修得してもよい。

講　義

実　習

講　義

演　習 データ科学基礎演習Bを履修すること。

アントレプレナーシップ初歩を履修すること。

2

数　学：微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数学Ⅰ・Ⅱ，
　　　　複素関数論から合計8単位以上を修得する
　　　　こと。
物理学：力学Ⅰ・Ⅱ，電磁気学Ⅰ・Ⅱ，物理学実験
　　　　の合計10単位を修得すること。
化　学：化学基礎Ⅰ・Ⅱ，化学実験の合計6単位を
　　　　修得すること。

（2）進級要件単位数

進級できない者の取扱い等

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

16.工学部：物理工学科の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 2

言語文化科目

8

自 然 系 基 礎 科 目 24

5

健康・スポーツ
科学科目

2

データ科学科目
1

1

国 際 理 解 科 目

4
「現代教養科目（人文・社会系）」及び「現代教養
科目（学際・融合系）」2単位を含む4単位を修得す
ること。

現代教養科目（人文・社会系）及び（学際・融合系）

超 学 部 セ ミ ナ ー

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目 1

関 連 専 門 科 目 4

専 門 基 礎 科 目 31

小　計 49

学
部
科
目

専 門 科 目 49

2年次終了時

① 「言語文化科目」として英語及び初修
　外国語(多言語修得基礎及びドイツ語，
　フランス語，ロシア語，中国語，スペ
　イン語，朝鮮・韓国語のうちから1外国
　語（外国人留学生は日本語でもよい）)
　から11単位以上を修得していること。
② 自然系基礎科目は，上記の卒業に必要
　な科目のうちから物理学実験2単位を含
　む18単位以上を修得していること。
③ ①及び②を含め，全学教育科目で40単
　位以上修得していること。

① 2年次に留める。
② 2年次までの在学年数は，通算6年までとする。
　（在学年限(8年) － 3～4年次の年数(2年)）
③ ②の通算6年に達しても進級できない者につい
　ては除籍する。

小　計 84

合　計 133

進級判定年次 科目区分及び必要単位数
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）自然系基礎科目については，開講対象学部等以外の科目を履修し試験に合格しても，卒業要件単位として認められないこ

とがありますので，109ページ以降に掲載してある〔授業科目表〕及び〔履修に関する注意事項〕を確認の上，受講してくだ

さい。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目8単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目  卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上  
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：多言語修得基礎及び1言語について，必修科目5単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

多言語修得基礎 1単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】初級完成 2単位 － 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
【初修外国語】中級 2単位 － 

【初修外国語】中級1 2単位 － 

【初修外国語】上級 2単位 － 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。その場合，「日本語」としての卒業要

件は5単位以上ですが，必修科目がすべて2単位であるため，実質6単位取得する必要があります。  
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

履修基準

英　語

初修外国語

多言語修得基礎と次のうち一つの言語で合計5単位
を修得すること。
ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイ
ン語，朝鮮・韓国語

日 本 語
※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに「日本
　語」（6単位）を修得してもよい。

講　義

実　習

講　義

演　習 データ科学基礎演習Bを履修すること。

アントレプレナーシップ初歩を履修すること。

2

数　学：微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数学Ⅰ・Ⅱ，
　　　　複素関数論から合計8単位以上を修得する
　　　　こと。
物理学：力学Ⅰ・Ⅱ，電磁気学Ⅰ・Ⅱ，物理学実験
　　　　の合計10単位を修得すること。
化　学：化学基礎Ⅰ・Ⅱ，化学実験の合計6単位を
　　　　修得すること。

（2）進級要件単位数

進級できない者の取扱い等

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

17.工学部：マテリアル工学科の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 2

言語文化科目

8

自 然 系 基 礎 科 目 24

5

健康・スポーツ
科学科目

2

データ科学科目
1

1

国 際 理 解 科 目

4
「現代教養科目（人文・社会系）」及び「現代教養
科目（学際・融合系）」2単位を含む4単位を修得す
ること。

現代教養科目（人文・社会系）及び（学際・融合系）

超 学 部 セ ミ ナ ー

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目 1

関 連 専 門 科 目 1

専 門 基 礎 科 目 45

小　計 49

学
部
科
目

専 門 科 目 41

2年次終了時

① 「言語文化科目」として英語及び初修
　外国語(多言語修得基礎及びドイツ語，
　フランス語，ロシア語，中国語，スペ
　イン語，朝鮮・韓国語のうちから1外国
　語（外国人留学生は日本語でもよい）)
　から11単位以上を修得していること。
② 自然系基礎科目は，上記の卒業に必要
　な科目のうちから物理学実験2単位を含
　む18単位以上を修得していること。
③ ①及び②を含め，全学教育科目で40単
　位以上修得していること。

① 2年次に留める。
② 2年次までの在学年数は，通算6年までとする。
　（在学年限(8年) － 3～4年次の年数(2年)）
③ ②の通算6年に達しても進級できない者につい
　ては除籍する。

小　計 87

合　計 136

進級判定年次 科目区分及び必要単位数
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）自然系基礎科目については，開講対象学部等以外の科目を履修し試験に合格しても，卒業要件単位として認められないこ

とがありますので，109ページ以降に掲載してある〔授業科目表〕及び〔履修に関する注意事項〕を確認の上，受講してくだ

さい。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目8単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目  卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上  
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：多言語修得基礎及び1言語について，必修科目5単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

多言語修得基礎 1単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】初級完成 2単位 － 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
【初修外国語】中級 2単位 － 

【初修外国語】中級1 2単位 － 

【初修外国語】上級 2単位 － 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。その場合，「日本語」としての卒業要

件は5単位以上ですが，必修科目がすべて2単位であるため，実質6単位取得する必要があります。  
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

履修基準

英　語

初修外国語

多言語修得基礎と次のうち一つの言語で合計5単位
を修得すること。
ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイ
ン語，朝鮮・韓国語

日 本 語
※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに「日本
　語」（6単位）を修得してもよい。

講　義

実　習

講　義

演　習 データ科学基礎演習Bを履修すること。

アントレプレナーシップ初歩を履修すること。

2

数　学：微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数学Ⅰ・Ⅱ，
　　　　複素関数論から合計8単位以上を修得する
　　　　こと。
物理学：力学Ⅰ・Ⅱ，電磁気学Ⅰ・Ⅱ，物理学実験
　　　　の合計10単位を修得すること。
化　学：化学基礎Ⅰ・Ⅱ，化学実験の合計6単位を
　　　　修得すること。

（2）進級要件単位数

進級できない者の取扱い等

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

18.工学部：電気電子情報工学科の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 2

言語文化科目

8

自 然 系 基 礎 科 目 24

5

健康・スポーツ
科学科目

2

データ科学科目
1

1

国 際 理 解 科 目

4
「現代教養科目（人文・社会系）」及び「現代教養
科目（学際・融合系）」2単位を含む4単位を修得す
ること。

現代教養科目（人文・社会系）及び（学際・融合系）

超 学 部 セ ミ ナ ー

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目 1

関 連 専 門 科 目 4

専 門 基 礎 科 目 38

小　計 49

学
部
科
目

専 門 科 目 45

2年次終了時

① 「言語文化科目」として英語及び初修
　外国語(多言語修得基礎及びドイツ語，
　フランス語，ロシア語，中国語，スペ
　イン語，朝鮮・韓国語のうちから1外国
　語（外国人留学生は日本語でもよい）)
　から11単位以上を修得していること。
② 自然系基礎科目は，上記の卒業に必要
　な科目のうちから物理学実験2単位を含
　む18単位以上を修得していること。
③ ①及び②を含め，全学教育科目で40単
　位以上修得していること。

① 2年次に留める。
② 2年次までの在学年数は，通算6年までとする。
　（在学年限(8年) － 3～4年次の年数(2年)）
③ ②の通算6年に達しても進級できない者につい
　ては除籍する。

小　計 87

合　計 136

進級判定年次 科目区分及び必要単位数
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）自然系基礎科目については，開講対象学部等以外の科目を履修し試験に合格しても，卒業要件単位として認められないこ

とがありますので，109ページ以降に掲載してある〔授業科目表〕及び〔履修に関する注意事項〕を確認の上，受講してくだ

さい。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目8単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目  卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上  
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：多言語修得基礎及び1言語について，必修科目5単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

多言語修得基礎 1単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】初級完成 2単位 － 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
【初修外国語】中級 2単位 － 

【初修外国語】中級1 2単位 － 

【初修外国語】上級 2単位 － 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。その場合，「日本語」としての卒業要

件は5単位以上ですが，必修科目がすべて2単位であるため，実質6単位取得する必要があります。  
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

履修基準

英　語

初修外国語

多言語修得基礎と次のうち一つの言語で合計5単位
を修得すること。
ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイ
ン語，朝鮮・韓国語

日 本 語
※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに「日本
　語」（6単位）を修得してもよい。

講　義

実　習

講　義

演　習 データ科学基礎演習Bを履修すること。

アントレプレナーシップ初歩を履修すること。

2

数　学：微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数学Ⅰ・Ⅱ，
　　　　複素関数論の合計10単位を修得すること。
物理学：力学Ⅰ・Ⅱ，電磁気学Ⅰ・Ⅱ，物理学実験
　　　　の合計10単位を修得すること。
化　学：化学基礎Ⅰ・Ⅱの合計4単位を修得するこ
　　　　と。

（2）進級要件単位数

進級できない者の取扱い等

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

19.工学部：機械・航空宇宙工学科の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 2

言語文化科目

8

自 然 系 基 礎 科 目 24

5

健康・スポーツ
科学科目

2

データ科学科目
1

1

国 際 理 解 科 目

4
「現代教養科目（人文・社会系）」及び「現代教養
科目（学際・融合系）」2単位を含む4単位を修得す
ること。

現代教養科目（人文・社会系）及び（学際・融合系）

超 学 部 セ ミ ナ ー

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目 1

関 連 専 門 科 目 3

専 門 基 礎 科 目 49.5

小　計 49

学
部
科
目

専 門 科 目 37

2年次終了時

① 「言語文化科目」として英語及び初修
　外国語(多言語修得基礎及びドイツ語，
　フランス語，ロシア語，中国語，スペ
　イン語，朝鮮・韓国語のうちから1外国
　語（外国人留学生は日本語でもよい）)
　から11単位以上を修得していること。
② 自然系基礎科目は，上記の卒業に必要
　な科目のうちから物理学実験2単位を含
　む18単位以上を修得していること。
③ ①及び②を含め，全学教育科目で40単
　位以上修得していること。

① 2年次に留める。
② 2年次までの在学年数は，通算6年までとする。
　（在学年限(8年) － 3～4年次の年数(2年)）
③ ②の通算6年に達しても進級できない者につい
　ては除籍する。

小　計 89.5

合　計 138.5

進級判定年次 科目区分及び必要単位数
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）自然系基礎科目については，開講対象学部等以外の科目を履修し試験に合格しても，卒業要件単位として認められないこ

とがありますので，109ページ以降に掲載してある〔授業科目表〕及び〔履修に関する注意事項〕を確認の上，受講してくだ

さい。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目8単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目  卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上  
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：多言語修得基礎及び1言語について，必修科目5単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

多言語修得基礎 1単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】初級完成 2単位 － 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
【初修外国語】中級 2単位 － 

【初修外国語】中級1 2単位 － 

【初修外国語】上級 2単位 － 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。その場合，「日本語」としての卒業要

件は5単位以上ですが，必修科目がすべて2単位であるため，実質6単位取得する必要があります。  
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

履修基準

英　語

初修外国語

多言語修得基礎と次のうち一つの言語で合計5単位
を修得すること。
ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイ
ン語，朝鮮・韓国語

日 本 語
※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに「日本
　語」（6単位）を修得してもよい。

講　義

実　習

講　義

演　習 データ科学基礎演習Bを履修すること。

アントレプレナーシップ初歩を履修すること。

2

数　学：微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数学Ⅰ・Ⅱ，
　　　　複素関数論から合計8単位以上を修得する
　　　　こと。
物理学：力学Ⅰ・Ⅱ，電磁気学Ⅰ・Ⅱ，物理学実験
　　　　の合計10単位を修得すること。
化　学：化学基礎Ⅰ・Ⅱ，化学実験の合計6単位を
　　　　修得すること。

（2）進級要件単位数

進級できない者の取扱い等

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

20.工学部：エネルギー理工学科の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 2

言語文化科目

8

自 然 系 基 礎 科 目 24

5

健康・スポーツ
科学科目

2

データ科学科目
1

1

国 際 理 解 科 目

4
「現代教養科目（人文・社会系）」及び「現代教養
科目（学際・融合系）」2単位を含む4単位を修得す
ること。

現代教養科目（人文・社会系）及び（学際・融合系）

超 学 部 セ ミ ナ ー

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目 1

関 連 専 門 科 目 4

専 門 基 礎 科 目 47

小　計 49

学
部
科
目

専 門 科 目 34

2年次終了時

① 「言語文化科目」として英語及び初修
　外国語(多言語修得基礎及びドイツ語，
　フランス語，ロシア語，中国語，スペ
　イン語，朝鮮・韓国語のうちから1外国
　語（外国人留学生は日本語でもよい）)
　から11単位以上を修得していること。
② 自然系基礎科目は，上記の卒業に必要
　な科目のうちから物理学実験2単位を含
　む18単位以上を修得していること。
③ ①及び②を含め，全学教育科目で40単
　位以上修得していること。

① 2年次に留める。
② 2年次までの在学年数は，通算6年までとする。
　（在学年限(8年) － 3～4年次の年数(2年)）
③ ②の通算6年に達しても進級できない者につい
　ては除籍する。

小　計 85

合　計 134

進級判定年次 科目区分及び必要単位数
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）自然系基礎科目については，開講対象学部等以外の科目を履修し試験に合格しても，卒業要件単位として認められないこ

とがありますので，109ページ以降に掲載してある〔授業科目表〕及び〔履修に関する注意事項〕を確認の上，受講してくだ

さい。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目8単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目  卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上  
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：多言語修得基礎及び1言語について，必修科目5単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

多言語修得基礎 1単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】初級完成 2単位 － 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
【初修外国語】中級 2単位 － 

【初修外国語】中級1 2単位 － 

【初修外国語】上級 2単位 － 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。その場合，「日本語」としての卒業要

件は5単位以上ですが，必修科目がすべて2単位であるため，実質6単位取得する必要があります。  
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

英　語

初修外国語

日 本 語

講　義

実　習

講　義

演　習

2

（2）進級要件単位数

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目 1 アントレプレナーシップ初歩を履修すること。

21.工学部：環境土木・建築学科の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数 履修基準

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 2

言語文化科目

8

5

多言語修得基礎と次のうち一つの言語で合計5単位
を修得すること。
ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイ
ン語，朝鮮・韓国語
※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに「日本
　語」（6単位）を修得してもよい。

自 然 系 基 礎 科 目 20

数　学：微分積分学Ⅰ・Ⅱ，線形代数学Ⅰ・Ⅱ，
　　　　複素関数論から合計8単位以上を修得する
　　　　こと。
物理学：力学Ⅰ・Ⅱ，電磁気学Ⅰ，物理学実験の
　　　　合計8単位を修得すること。
化　学：化学基礎Ⅰ・Ⅱの合計4単位を修得する
　　　　こと。

健康・スポーツ
科学科目

2

データ科学科目
1

1 データ科学基礎演習Bを履修すること。

国 際 理 解 科 目

4
「現代教養科目（人文・社会系）」及び「現代教養
科目（学際・融合系）」2単位を含む4単位を修得す
ること。

現代教養科目（人文・社会系）及び（学際・融合系）

超 学 部 セ ミ ナ ー

小　計 45

環境土木工学プログラム 建築学プログラム

小　計 88 88

合　計 133 133

学
部
科
目

専 門 科 目 46 47

関 連 専 門 科 目 5 8

専 門 基 礎 科 目 37 33

進級判定年次 科目区分及び必要単位数 進級できない者の取扱い等

2年次終了時

① 「言語文化科目」として英語及び初修
　外国語(多言語修得基礎及びドイツ語，
　フランス語，ロシア語，中国語，スペ
　イン語，朝鮮・韓国語のうちから1外国
　語（外国人留学生は日本語でもよい）)
　から11単位以上を修得していること。
② 自然系基礎科目は，上記の卒業に必要
　な科目のうちから物理学実験2単位を含
　む18単位以上を修得していること。
③ ①及び②を含め，全学教育科目で40単
　位以上修得していること。

① 2年次に留める。
② 2年次までの在学年数は，通算6年までとする。
　（在学年限(8年) － 3～4年次の年数(2年)）
③ ②の通算6年に達しても進級できない者につい
　ては除籍する。
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）自然系基礎科目については，開講対象学部等以外の科目を履修し試験に合格しても，卒業要件単位として認められないこ

とがありますので，109ページ以降に掲載してある〔授業科目表〕及び〔履修に関する注意事項〕を確認の上，受講してくだ

さい。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目8単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

随意科目  卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
特別英語セミナー（A類） 2単位 

3年次 

以上  
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：多言語修得基礎及び1言語について，必修科目5単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

多言語修得基礎 1単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】初級完成 2単位 － 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
【初修外国語】中級 2単位 － 

【初修外国語】中級1 2単位 － 

【初修外国語】上級 2単位 － 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。その場合，「日本語」としての卒業要

件は5単位以上ですが，必修科目がすべて2単位であるため，実質6単位取得する必要があります。  
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(2025年度入学生用)
2024年度入学者は「2024 STUDENTS'GUIDE 全学教育科目履修の手引」を参照すること。

（1）卒業要件単位数

履修基準

英　語 詳細は次ページを参照のこと。

初修外国語

次のうち一つの言語で合計6単位を修得すること。
ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイ
ン語，朝鮮・韓国語
詳細は次ページを参照のこと。

日 本 語
※外国人留学生は「初修外国語」の代わりに「日本
　語」を修得してもよい。

講　義

実　習

講　義

演　習 データ科学基礎演習Bを履修すること。

4

生物学基礎Ⅰ・Ⅱ，化学基礎Ⅰ・Ⅱ，物理学基礎
Ⅰ，微分積分学Ⅰ，線形代数学Ⅰを修得し， 生物
学実験，化学実験，物理学実験の中から2科目以上
修得し，合計20単位以上を修得すること。

生物環境科学科および資源生物科学科
「専門基礎科目」のうち，必修科目40単位を修得す
ること。
応用生命科学科
「専門基礎科目」のうち，必修科目36単位，選択必
修科目4単位以上を修得すること。

「専門科目」のうち，必修科目22単位（生物環境科
学科，応用生命科学科）または24単位（資源生物科
学科）＋選択必修科目23単位以上（生物環境科学
科，応用生命科学科）または21単位以上（資源生物
科学科）を修得すること。
なお，詳細は農学部学生便覧で必ず確認すること。

［備考］専門科目「農学部特別講義」は6単位まで，「海外専門セミナー」は2単位まで認定できる。

（2）進級要件単位数

進級できない者の取扱い等

① 2年次に留める。
② 2年次までの在学年数は，通算6年までとする。
　（在学年限(8年) － 3～4年次の年数(2年)）
　 ただし，休学期間は通算期間に含めない。
③ ②の通算6年に達しても進級できない者につい
　ては除籍する。

① 3年次に留める。
② 3年次までの在学年数は，通算7年までとする。
　（在学年限(8年) － 4年次の年数(1年)）
　 ただし，休学期間は通算期間に含めない。
③ ②の通算7年に達しても進級できない者につい
　ては除籍する。

(注)

（3）履修単位の上限

履修登録単位数の上限設定，緩和条件等は，各学部の学生便覧等で確認してください。

22.農学部の授業科目区分ごとの履修基準（卒業要件単位）一覧

科目区分 必要単位数

全
学
教
育
科
目

「 大 学 で の 学 び 」 基 礎 論 1

基 礎 セ ミ ナ ー 2

言語文化科目

8

6

健康・スポーツ
科学科目

2

2

 データ科学科目
1

1

国 際 理 解 科 目

6
「現代教養科目（人文・社会系）」4単位を含む6単
位を修得すること。

現代教養科目（人文・社会系）

現代教養科目（学際・融合系）

超 学 部 セ ミ ナ ー

ア ン ト レ プ レ ナ ー シ ッ プ 科 目 1

自 然 系 基 礎 科 目 20

小　計 50

学
部
科
目

専 門 基 礎 科 目 40

専 門 科 目 45

小　計 85

ここでいう108単位は，進級判定年次における修得単位数のうち，卒業要件単位数の科目区分ごとの必要単位数を上
限として集計する。超えた分については，108単位に計上されない。

2年次終了時

2年次終了時において，68単位以上修得して
いること。
ただし，68単位の中に全学教育科目を42単位
以上含んでいること。

合　計 135

進級判定年次 科目区分及び必要単位数

3年次終了時

3年次終了時において，108単位以上修得して
いること。
ただし，108単位（注）の中に言語文化科目
14単位，専門基礎科目（生命農学序説，生物
化学1，無機化学，有機化学1を含む）24単位
以上および実験実習（基盤実験実習を含む）
8単位を含んでいること。
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〔重複履修等〕 

（1）原則として，同一科目を2個以上履修し試験に合格しても，卒業要件単位としてはそのうち1個しか認められません。 

（2）自然系基礎科目については，開講対象学部等以外の科目を履修し試験に合格しても，卒業要件単位として認められないこ

とがありますので，109ページ以降に掲載してある〔授業科目表〕及び〔履修に関する注意事項〕を確認の上，受講してくだ

さい。 

 

〔言語文化科目の履修基準〕 

（1）英語 

卒業要件：必修科目8単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

英語（サバイバル） 1単位 Ⅰ期 随意科目 

プレイスメント・テストにおいてCコースとなった学生が受
講します。 
この授業に「合格」しないと2年次の「英語」授業を受講で
きません。 
卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

英語（基礎） 2単位 Ⅰ期 必修科目   

英語（中級） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（コミュニケーション） 2単位 Ⅱ期 必修科目   

英語（上級） 2単位 Ⅲ期 必修科目   

英語（セミナー） 2単位 Ⅳ期 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 

特別英語セミナー（資格試験英語） 2単位 春学期 

特別英語セミナー（A類） 2単位 
3年次 

以上  
特別英語セミナー（B類） 2単位 

特別英語セミナー（C類） 2単位 

（2）初修外国語（ドイツ語，フランス語，ロシア語，中国語，スペイン語，朝鮮・韓国語） 

（初修外国語の1言語については，以下【初修外国語】と表記する。） 

卒業要件：1言語について，必修科目6単位 

科目名 単位数 開講期 
必修・ 
随意等 

備考 

【初修外国語】基礎1 2単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】基礎2 2単位 Ⅰ期 必修科目   

【初修外国語】初級完成 2単位 Ⅱ期 必修科目   

【初修外国語】中級 2単位 － 

随意科目 卒業要件及び進級要件単位としては認められません。 
【初修外国語】中級1 2単位 － 

【初修外国語】中級2 2単位 － 

【初修外国語】上級 2単位 － 

（3）英語及び初修外国語の検定試験による単位認定制度 

指定された検定試験で所定の認定又は点数を得た場合に，「英語」又は「初修外国語」の単位として認定する制度です。概

要及び単位認定制度申請方法等については，89ページ「検定試験による単位認定制度」を参照してください。 

（4）日本語（外国人留学生のみ） 

外国人留学生は，「初修外国語」の代わりに「日本語」を履修することができます。 
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